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多
重
債
務
と
は
、
多
く
の
借
入
れ
先
か

ら
借
金
を
し
て
、
返
済
が
困
難
に
な
っ
て

い
る
状
態
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　

現
在
、
日
本
で
消
費
者
金
融
か
ら
お
金

を
借
り
て
い
る
人
は
お
よ
そ
１
、４
０
０
万

人
。
そ
の
う
ち
、
多
重
債
務
に
陥

お
ち
い

っ
て
い

る
人
（
多
重
債
務
者
）
は
、
２
３
０
万
人

い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
御

嵩
町
で
も
２
、２
０
０
人
が
借
金
を
し
て
お

り
、
３
６
０
人
が
多
重
債
務
者
で
あ
る
計

算
に
な
り
ま
す
。
多
重
債
務
の
問
題
は
、

既す
で

に
身
近
な
問
題
と
し
て
私
た
ち
の
生
活

に
関
わ
っ
て
き
て
い
る
の
で
す
。

　

多
重
債
務
に
陥
る
き
っ
か
け
は
、
生
活

苦
に
よ
る
借
入
れ
、
買
い
物
や
ギ
ャ
ン
ブ

ル
の
支
払
い
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
ケ
ー
ス
が

考
え
ら
れ
ま
す
。
初
め
は
小
額
で
あ
っ
た

借
金
が
膨ふ

く

ら
み
、
返
済
が
困
難
と
な
り
、

借
金
を
返
す
た
め
に
借
金
を
繰
り
返
す
と

い
う
悪
循
環
に
陥
り
、
多
重
債
務
へ
と
繋つ

な

が
っ
て
い
く
の
で
す
。
多
重
債
務
者
は
毎

月
の
返
済
に
追
わ
れ
、苦
し
み
、思
い
悩
み
、

犯
罪
や
自
殺
に
追
い
込
ま
れ
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

　

し
か
し
、
多
重
債
務
は
正
し
い
方
法
に

基
づ
い
て
処
理
す
れ
ば
、
必
ず
解
決
で
き

る
問
題
で
す
。
そ
れ
で
は
、
多
重
債
務
に

関
係
す
る
知
識
や
解
決
方
法
に
つ
い
て
説

明
し
ま
す
。

　

金
利
の
上
限
を
定
め
た
法
律
に
は
、「
利

息
制
限
法
」
と
「
出
資
法
」
の
2
種
類
が

あ
り
ま
す
。
通
常
、
借
金
の
金
利
は
利
息

制
限
法
に
よ
る
制
限
金
利
を
基
準
に
定
め

ら
れ
ま
す
。

巻  頭巻  頭

　

現
在
、
利
息
制
限
法
の
制
限
金
利
を
超

え
る
金
利
に
つ
い
て
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど

が
無
効
と
見
な
さ
れ
る
た
め
、
制
限
金
利

以
上
で
支
払
っ
て
い
た
借
金
に
つ
い
て
は
、

制
限
金
利
に
基
づ
い
た
引
き
直
し
計
算
を

お
こ
な
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
再
計

算
の
結
果
、
借
金
残
金
の
減
少
や
、
返
済

額
を
超
え
て
払
い
過
ぎ
て
い
た
“
過
払
い

金
”
が
発
生
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
（
図

1
参
照
）。

　

通
常
、
20
％
以
上
の
金
利
で
4
～
5
年

以
上
支
払
い
が
あ
っ
た
場
合
、
過
払
い
が

発
生
す
る
可
能
性
が
高
い
と
い
わ
れ
て
お

り
、
払
い
終
わ
っ
た
後
で
も
過
払
い
金
の

請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

多
重
債
務
と
は
？

グ
レ
ー
ゾ
ー
ン　

　
　

金
利
と
は
？

出資法違反（無効・罰則あり）

グレーゾーン金利

( 条件により認められる・
　　　　罰則なし）

金　利

29.2％

20.0％
18.0％

15.0％

10 万円 100 万円
借入額

過
払
い
金
と
は
？

　9 月～ 12月の 4か月間は、「多重債務者相談強化キャンペーン」です。
　近年、消費者省の設立が進められるなど、消費生活に対する関心が高まっています。なかでも、多重債務の数
は年々増え続け、深刻な問題として早急な対応が必要となっています。
　この機会に多重債務問題について知り、正しい解決法を学んでみましょう。

　

し
か
し
、
出
資
法
の
制
限
金
利

２
９
・
２
％
以
内
で
あ
れ
ば
条
件
に
よ
り

認
め
ら
れ
（
み
な
し
弁
済
）、
法
的
に
は

罰
せ
ら
れ
な
か
っ
た
た
め
、
今
ま
で
、

２
９
・
２
％
を
上
限
と
し
て
金
利
を
設
定
す

る
貸
金
業
者
が
多
く
存
在
し
て
い
ま
し
た
。

こ
の
利
息
制
限
法
と
出
資
法
の
間
の
金
利

を“
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
金
利
”と
い
い
ま
す（
下

図
参
照
）。

　

現
在
、
こ
の
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
金
利
に
つ

い
て
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
無
効
と
見
な

さ
れ
て
お
り
、
２
０
０
９
年
ま
で
に
完
全

廃
止
さ
れ
る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。　

10 万円未満 20％

10～ 100 万円未満 18％

100 万円以上 15％

【利息制限法による制限金利】

多　重　債　務
あなたは大丈夫ですか？
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多
重
債
務
を
解
決
す
る
た
め
に
は
、
手

続
き
に
基
づ
い
た
債
務
整
理
を
お
こ
な
う

必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
債
務
整
理
を

お
こ
な
う
と
、
正
式
な
所
定
の
手
続
き
に

入
っ
た
時
点
か
ら
取
り
立
て
も
ス
ト
ッ
プ

し
ま
す
。

　

債
務
整
理
に
は
次
の
4
つ
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
つ
か
み
、
状
況
に
あ
っ

た
債
務
整
理
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

債
務
整
理
の
方
法

①
任
意
整
理

　
　

～
債
権
者
と
弁
護
士
な
ど
の
間
で

　
　
　
　
　
　
　

返
済
方
法
を
和
解
～

　

弁
護
士
や
司
法
書
士
に
依
頼
し
、
引
き

直
し
計
算
を
お
こ
な
っ
た
上
で
、
貸
金
業

者
と
無
理
の
な
い
返
済
計
画
に
つ
い
て
協

議
し
ま
す
。

　

引
き
直
し
計
算
を
お
こ
な
う
こ
と
に
よ

り
、
借
金
の
期
間
に
よ
っ
て
は
、
借
金
の

大
幅
減
額
や
過
払
い
金
の
発
生
が
見
込
ま

れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、
あ
く
ま
で
も
当
事
者
間
の
話

し
合
い
に
よ
る
た
め
、
業
者
の
合
意
を
得

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

②
特
定
調
停

　
　

～
裁
判
所
が
間
に
立
ち
、

　
　
　
　
　
　
　

利
害
関
係
を
調
整
～

　

簡
易
裁
判
所
に
申
し
立
て
を
す
る
こ
と

で
、
裁
判
所
の
任
命
す
る
調
停
委
員
が
間

に
立
ち
、
相
談
者
と
貸
金
業
者
、
双
方
の

意
見
を
聞
き
、
返
済
計
画
に
つ
い
て
調
整

を
お
こ
な
い
ま
す
。

　

合
意
さ
れ
た
場
合
、
作
成
さ
れ
る
調
停

調
書
は
、判
決
と
同
じ
効
力
を
持
ち
ま
す
。

こ
の
申
し
立
て
は
自
分
で
で
き
る
た
め
、

法
律
専
門
家
を
通
さ
な
く
て
も
よ
く
、
費

用
が
安
価
で
済
み
ま
す
。

　

た
だ
し
、
特
定
調
停
に
お
い
て
は
過
払

い
金
が
発
生
し
て
い
た
と
し
て
も
、
返
還

請
求
を
お
こ
な
う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
、
借
金
の
期
間
が
長
期
に
渡

③
個
人
再
生

　
　

～
裁
判
所
を
通
じ
て
債
務
を

　
　

減
少
、
残
額
を
分
割
で
支
払
い
～

　

地
方
裁
判
所
に
申
し
立
て
を
す
る
こ
と

で
、
借
金
に
つ
い
て
合
計
残
額
の
5
分
の

1
、
ま
た
は
１
０
０
万
円
ま
で
減
ら
す
こ

と
が
で
き
、残
金
は
3
年
間（
条
件
に
よ
っ

て
は
5
年
）
で
返
済
し
て
い
き
ま
す
。

　

住
宅
ロ
ー
ン
が
あ
る
場
合
、
あ
わ
せ
て

返
済
を
続
け
る
こ
と
で
家
を
そ
の
ま
ま
所

有
す
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
家
を
手
放

し
た
く
な
い
場
合
な
ど
に
有
効
な
手
続
き

と
い
え
ま
す
。
ま
た
、
ギ
ャ
ン
ブ
ル
や
浪

費
と
い
っ
た
、
自
己
破
産
が
認
め
ら
れ
な

い
借
金
に
対
し
て
も
利
用
が
可
能
で
す
。

　

た
だ
し
、
継
続
し
た
支
払
い
が
前
提
と

な
る
た
め
、
将
来
に
渡
り
安
定
し
た
収
入

が
見
込
め
る
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
手
続
き
が
複
雑
で
あ
る
た
め
、
弁

護
士
へ
の
依
頼
が
前
提
と
な
り
、
時
間
と

費
用
が
か
か
り
ま
す
。

④
自
己
破
産

　
　

～
裁
判
所
を
通
じ
て

　
　
　
　
　

債
務
の
支
払
い
を
免
責
～

　

地
方
の
裁
判
所
に
破
産
の
申
し
立
て
を

す
る
と
、
裁
判
所
が
債
務
者
の
財
産
を
債

【 

元
金
50
万
円
、
月
々
1
万
5
千
円
返
済
の

場
合
】

50 46 41
34

24
11

0

40
29

15 -2

-20
-33

-50
-40
-30
-20
-10
0
10
20
30
40
50

0 1 2 3 4 5 6 年目

万円
出資法（29%） 利息制限法（18%）

図 1　 グ レ ー ゾ ー ン（29 ％） と 制 限 金 利
（18％）による返済シミュレーション

※�

制
限
金
利
に
引
き
直
す
と
、
4
年
目
に

は
完
済
、
6
年
目
に
は
過
払
い
金
33
万

円
が
発
生
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

り
、
過
払
い
金
の
発
生
が
考
え
ら
れ
る
場

合
は
、
任
意
整
理
を
選
択
し
た
ほ
う
が
有

利
と
な
り
ま
す
。

権
者
に
公
平
に
分
配
し
ま
す
。
財
産
が
ほ

と
ん
ど
な
い
場
合
、
破
産
手
続
き
が
開
始

と
同
時
に
完
了
す
る
「
同
時
廃
止
」
と
な

り
、
多
重
債
務
に
よ
る
自
己
破
産
は
ほ
と

ん
ど
が
こ
の
同
時
廃
止
で
す
。
そ
の
後
、

残
っ
た
借
金
に
つ
い
て
支
払
い
義
務
を
免

除
す
る
「
免
責
決
定
」
が
出
さ
れ
ま
す
。

　

破
産
に
よ
り
一
定
以
上
の
財
産
は
全
て

失
わ
れ
ま
す
が
、
破
産
手
続
き
開
始
決
定

後
の
収
入
は
自
由
に
使
え
、
免
責
が
認
め

ら
れ
れ
ば
借
金
は
全
て
な
く
な
る
た
め
、

全
て
を
白
紙
に
戻
し
、
や
り
直
し
を
す
る

た
め
の
制
度
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

　

た
だ
し
、
裁
判
所
の
審
査
に
よ
り
免
責

不
許
可
事
由
（
ギ
ャ
ン
ブ
ル
や
浪
費
に
よ

る
借
金
、
虚き

ょ
ぎ偽

の
報
告
を
し
た
な
ど
）
が

認
め
ら
れ
る
場
合
は
、
免
責
を
得
る
こ
と

が
で
き
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
な
お
、

免
責
不
許
可
事
由
が
あ
っ
て
も
、
裁
判
所

の
裁
量
で
免
責
さ
れ
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま

す
。

※�

自
己
破
産
に
関
し
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

誤
解
が
さ
れ
ま
す
が
、
自
己
破
産
の
事

実
が
戸こ

せ
き
と
う
ほ
ん

籍
謄
本
や
住
民
票
に
載
る
こ
と

や
、
選
挙
権
が
な
く
な
る
、
社
会
保
険

に
入
れ
な
く
な
る
と
い
っ
た
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
生
活
す
る
上
で
必

要
な
分
の
お
金
、
物
品
は
手
元
に
残
す

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

次
の
ペ
ー
ジ
で
は
、
各
債
務
整
理
の
メ

リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
な
ど
を
一
覧
表
に

ま
と
め
ま
し
た
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

過払い金

次
ペ
ー
ジ
へ
続
く

3 ほっと みたけ　2008. 10
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個
人
再
生
や
自
己
破
産
が
認
め
ら
れ
る

と
、
官
報
と
い
う
国
の
広
報
紙
に
名
前
が

掲
載
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
他
債
務
整

理
を
お
こ
な
っ
た
と
い
う
情
報
は
、
個
人

信
用
情
報
機
関
に
デ
ー
タ
と
し
て
登
録
さ

れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
信
用
情
報
機
関

に
デ
ー
タ
登
録
さ
れ
た
状
態
を
“
ブ
ラ
ッ

ク
リ
ス
ト
”
入
り
と
い
い
ま
す
。
金
融
機

関
は
こ
の
信
用
情
報
機
関
の
情
報
を
元
と

し
て
お
金
を
貸
す
た
め
、
情
報
が
抹
消
さ

れ
る
ま
で
の
期
間
5
～
7
年
は
借
入
れ
を

す
る
こ
と
が
困
難
に
な
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
逆
に
い
え
ば
、
そ
の
期
間
は

借
金
が
で
き
な
く
な
る
た
め
、
借
金
に
頼

ら
な
い
で
暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
、
生
活

を
改
善
す
る
た
め
の
機
会
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

ブ
ラ
ッ
ク
リ
ス
ト

　
　
　
　
　

と
は
？

任意整理 特定調停 個人再生 自己破産

所要期間 2か月～ 4か月 1か月～ 2か月 1年程度 2か月～ 6か月

必要費用 1社 2万 5千円程度 数千円程度 30万円～ 60万円程度 30万円～ 60万円程度

元本 免除されない 免除されない 一部免除される 全額免除される

適した状況

○�借金総額が比較的小
額
○�引き直し計算で減額・
�過払い金が見込まれ
る

○�借金の業者数が少な
い
○�引き直し計算で減額
が見込まれる

○�借金の額や業者数が
多い
○住宅ローンがある
○安定した収入がある

○返済の見込みがない

メリット
（利点）

○�引き直し計算により、
借金額の減額が可能
○�当事者間の話し合い
によるため、柔軟な
対応が可能

○�引き直し計算により、
借金額の減額が可能
○�専門家に頼まずにで
きるため、費用が安
い
○�調停委員の仲介によ
る公平な結論が期待
できる

○�元本が大幅に減額さ
れる可能性がある
○�ギャンブルや交遊費
による借金でも手続
きが可能
○�住宅を残すことがで
きる
○�全債権者の同意は不
要

○�免責が認められると
全ての借金の返済義
務がなくなる
○�破産手続き開始後の
収入は自由に使える
○債権者の同意が不要

デメリット
（欠点）

○�債権者が応じる必要
がある
○�話し合いに応じない
業者に対する強制力
がない

○�債権者が応じる必要
がある
○�過払い金が発生して
いても返還請求はで
きない

○�氏名、住所が官報に
掲載される
○�将来に渡り安定した
収入が必要となる
○�手続きが複雑であり、
時間と費用がかかる

○�氏名、住所が官報に
掲載される
○�一部職業の制限があ
る (手続き期間のみ )
○�借金の理由によって
は、免責が認められ
ない場合がある

★ 債務整理一覧表 ★

※この内容はおおよその目安です。具体的な手続きについては、法律専門家や相談員へご相談ください。
※�税金、社会保険料、国民健康保険税、公共料金などは債務整理の対象に含まれません。ただし、場合によって
は分割払い、返済期限の延長も可能ですので、各担当窓口へご相談ください。

　これらの債務整理により多重債務は解決できますが、大事なのは解
決した後の生活です。それまでと同じように考え、暮らしていては、
まだ本当の意味で問題が解決したとはいえません。これを機会に、今
までの生活を見直し、改善していくことが必要なのです。

　自分のため、大切な家族
のためにも、早めに債務整
理をしましょう
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住民協働課まちづくり推進係（内線 2103）

　

ヤ
ミ
金
と
は
、
正
式
な
登
録
を
し
て
い

な
い
貸
金
業
者
や
違
法
な
高
金
利
を
取
る

業
者
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。
前
述
の
と
お

り
債
務
整
理
を
お
こ
な
う
と
、
通
常
の
金

融
機
関
で
は
借
入
れ
が
困
難
と
な
る
た
め
、

そ
こ
を
狙
っ
て
ヤ
ミ
金
の
勧
誘
が
お
こ
な

わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ヤ
ミ
金
は
、

ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
な
ど
に
よ
り
誘
い
を

か
け
て
き
ま
す
が
、
絶
対
に
引
っ
か
か
ら

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
こ
の
よ
う
な
業
者
は
犯
罪
で
あ

る
た
め
、
現
在
、
借
入
れ
を
し
て
い
る
場

合
は
、
弁
護
士
や
司
法
書
士
、
消
費
者
相

談
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

危
険
を
感
じ
る
よ
う
な
ら
、
す
ぐ
に
警
察

へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

ヤ
ミ
金
と
は
？

相談窓口 県民生活相談センター 中濃振興局　消費生活相談窓口 御嵩町役場　消費者相談窓口

相談場所
岐阜市薮田南 5-14-53
県民ふれあい会館1棟 5階

美濃加茂市古井町下古井大脇
2610-1
中濃振興局振興課

御嵩町役場
住民協働課まちづくり推進係

電話番号
(予約受付)

058-277-1003 
（月～金曜　8：30～ 17：15）

25-3111（内線 212）�
（月～金曜　9：15～ 16：00）

67-2111（内線 2102・2103）
（月～金曜　8：30～ 17：15）

★ 多重債務相談受付窓口 ★

相談窓口
日本司法支援センター

岐阜地方事務所（法テラス岐阜）
日本司法支援センター

可児法律事務所（法テラス可児）

相談場所
岐阜市美江寺町 1-27
第一住宅ビル 2階

可児市広見 1-34-1
三洋堂可児ビル１階

電話番号
(予約受付)

050-3383-5471
（月～金曜　9：00～ 17：00）

050-3383-0005
（月～金曜　9：00～ 17：00）

■ 問い合わせ：住民協働課まちづくり推進係　担当：林（内線�2103）

ひとりで悩まない
で、だれかに相談
してみましょう

★ 

多
重
債
務
１
１
０
番 

★

         

（
偶
数
月
の
第
2
土
曜
日
に
開
催
）

● 

日
時
：
10
月
11
日
（
土
）

　

午
前
10
時
～
午
後
4
時

●
相
談
料
：
無
料

● 

相
談
員
：
弁
護
士
、
司
法
書
士
、
消
費

生
活
相
談
員

●
相
談
方
法
：

　

①�

面
接･･･

20
分
予
約
制
（
10
月
1
日

（
水
）
か
ら
受
付
、
先
着
23
名
）

　
　

場
所
：
県
民
生
活
相
談
セ
ン
タ
ー　

　
　
　
（
岐
阜
市
薮
田
南
5
丁
目
14
番
53
）

　

②
電
話･･･

直
接
お
電
話
く
だ
さ
い
。

■ 

申
込
先
お
よ
び
相
談
先
：

　

県
民
生
活
相
談
セ
ン
タ
ー　

　

電
話�

０
５
８
・
２
７
７
・
１
０
０
３

★ 

多
重
債
務
面
接
相
談
会 

★

● 

日
時
：
11
月
4
日
（
火
）

　

午
後
1
時
～
午
後
4
時

●
相
談
料
：
無
料

● 

相
談
員
：
司
法
書
士
、
消
費
生
活
相
談

員
●
相
談
方
法
：�

面
接･･･

30
分
予
約
制

　
（
10
月
28
日（
火
）か
ら
受
付
、先
着
12
名
）

●�

場
所
：
可
茂
総
合
庁
舎
（
美
濃
加
茂
市

古
井
町
下
古
井
大
脇
２
６
１
０
番
１
）

■ 

申
込
先
お
よ
び
問
い
合
わ
せ
：

　

県
環
境
生
活
政
策
課
消
費
生
活
担
当　

　

電
話�

０
５
８
・
２
７
２
・
８
２
０
４

　

県
内
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
機
関
で
多

重
債
務
に
つ
い
て
、
相
談
や
法
律
専
門

家
の
紹
介
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。
多

重
債
務
に
つ
い
て
悩
む
前
に
、
ま
ず
は

一
刻
も
早
く
相
談
に
行
き
ま
し
ょ
う
。

　身の危険を感
じ た ら、 す ぐ に
警察に連絡を！
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～　介護保険制度　～～　介護保険制度　～

健康福祉課介護保険係（内線 2117）

◆
年
々
増
え
る
介
護
給
付
費

　

要
介
護
認
定
者
が
受
け
る
介
護
サ
ー
ビ

ス
の
給
付
費
も
、
平
成
12
年
度
の
年
間
約

４
億
１
、５
０
０
万
円
か
ら
、
平
成
19
年
度

に
は
年
間
約
10
億
５
、０
０
０
万
円
と
約

◆
増
え
続
け
る
要
介
護
認
定
者

　

御
嵩
町
の
65
歳
以
上
の
高
齢
者
数
は
、

平
成
12
年
4
月
の
３
、６
７
５
人
に
対
し

て
、
平
成
20
年
4
月
に
は
４
、４
４
０
人
と

大
幅
に
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
に
伴
い
、
要
介
護
認
定
者
数
も
、
平

成
12
年
度
の
２
９
７
人
（
認
定
率
８
・
１
％
）

か
ら
、
平
成
20
年
4
月
に
は
７
３
７
人
（
認

定
率
16
・
６
％
）
と
約
2
倍
に
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
は
、65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
う
ち
、

6
人
に
1
人
が
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

※�

認
定
率･･･

要
介
護
認
定
者
が
65
歳
以
上
の

人
口
に
占
め
る
割
合

■ 

問
い
合
わ
せ
：
健
康
福
祉
課
介
護
保
険

係　

担
当
：
藤
木
（
内
線�

２
１
１
７
）

◆
保
険
料
は
大
切
な
財
源

　

介
護
給
付
費
の
財
源
は
、
お
お
む
ね
公

費
50
％
（
国
・
県
・
町
）
と
保
険
料
50
％

（
40
歳
以
上
65
歳
未
満
の
人
31
％
、
65
歳
以

み ん な で つ く ろ う 

　安 心 と 支 え 愛
あい

 の あ る ま ち

み ん な で つ く ろ う 

　安 心 と 支 え 愛
あい

 の あ る ま ち

　

急
速
に
高
齢
化
が
進
む
な
か
、
介
護
を
必

要
と
す
る
高
齢
者
が
増
え
、
高
齢
者
の
介
護

は
、
だ
れ
も
が
直
面
す
る
問
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。
高
齢
者
の
介
護
を
社
会
全
体
で
支
え

る
仕
組
み
の
『
介
護
保
険
制
度
』
が
平
成
12

年
に
ス
タ
ー
ト
し
、
3
年
間
を
一
区
切
り
と

し
た
事
業
も
、
現
在
は
第
3
期
。

　

今
回
は
、
今
年
度
終
わ
ろ
う
と
し
て
い

ま
す
、
第
3
期
（
平
成
18
年
度
～
20
年
度
）

の
現
状
に
つ
い
て
ま
と
め
て
み
ま
し
た
。

納
め
忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？　

　

平
成
18
・
19
年
度
の
介
護
保
険
料
！

　　

介
護
保
険
料
を
納
め
な
い
ま
ま
で
い

る
と
、
滞
納
し
て
い
た
期
間
に
応
じ
て

保
険
給
付
が
制
限
さ
れ
ま
す
。

★
1
年
以
上
滞
納
す
る
と
…

　

サ
ー
ビ
ス
利
用
料
を
い
っ
た
ん
全
額

自
己
負
担
し
、
申
請
に
よ
り
、
町
か
ら

保
険
給
付
分
（
9
割
）
の
払
い
戻
し
を

受
け
る
「
償
還
払
い
」
に
支
払
い
方
法

が
変
更
と
な
り
ま
す
。

★
1
年
6
か
月
以
上
滞
納
す
る
と
…

　

償
還
払
い
に
な
っ
た
保
険
給
付
分
の

一
部
、
ま
た
は
全
部
が
差
し
止
め
と
な

り
ま
す
。
な
お
、
滞
納
が
続
く
場
合
は
、

滞
納
し
て
い
た
保
険
料
と
相
殺
さ
れ
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

★
2
年
以
上
滞
納
す
る
と
…

　

滞
納
期
間
に
応
じ
て
、
通
常
1
割
の

利
用
者
負
担
が
3
割
に
引
き
上
げ
ら
れ

た
り
、
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費(

1
割

の
利
用
者
負
担
が
高
額
と
な
り
、
一
定

額
を
超
え
た
場
合
に
支
給
さ
れ
る
費
用)�

が
受
け
ら
れ
な
く
な
っ
た
り
し
ま
す
。

２
・
５
倍
に
な
り
ま
し
た
（
図
1
参
照
）。

　

給
付
費
の
合
計
額
は
、
第
1
期
（
平
成
12

年
度
～
14
年
度
）
は
約
16
億
４
、６
０
０
万

円
で
し
た
が
、
第
2
期
（
平
成
15
年
度

～
17
年
度
）
で
は
、
約
１
・
７
倍
の
約

27
億
４
、１
０
０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
第

3
期
で
は
、
18
年
度
と
19
年
度
の
2
年
間

で
約
20
億
８
、０
０
０
万
円
と
な
っ
て
い
ま

す
。

※�

介
護
給
付
費･･･

要
介
護
・
要
支
援
認
定
に

よ
り
要
介
護
・
要
支
援
と
判
定
さ
れ
た
被
保

険
者
に
対
す
る
保
険
給
付
（
介
護
サ
ー
ビ
ス

報
酬
の
9
割
）

上
の
人
19
％
）
で
賄

ま
か
な
っ
て
い
ま
す
。
介
護

保
険
は
社
会
全
体
で
支
え
る
制
度
で
あ
り
、

保
険
料
は
大
切
な
財
源
で
す
。
納
め
忘
れ

の
な
い
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

415
545

687
786

932
1,023 1,030 1,050

0

200

400

600

800

1,000

1,200

H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19

（百万円）

図 1　年間介護給付費の推移
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◆
納
付
方
法

★
平
成
20
年
度

　

9
月
ま
で
の
納
付
済
み
額
を
年
額
か
ら

差
し
引
い
た
額
に
つ
い
て
、
10
月
・
12
月
・

翌
年
2
月
に
支
給
さ
れ
る
年
金
か
ら
の
徴

収
と
な
り
ま
す
。

★
平
成
21
年
度
以
降

　

4
月
・
6
月
・
8
月
・
10
月
・
12
月
・

翌
年
2
月
に
支
給
さ
れ
る
6
回
の
年
金
か

ら
の
徴
収
と
な
り
ま
す
。

　

前
半
の
3
回
（
4
月
・
6
月
・
8
月
）
は
、

保
険
税
が
決
定
し
て
い
な
い
た
め
、
前
年

度
2
月
の
保
険
税
と
同
額
を
仮
徴
収
し
ま

す
（
仮
徴
収
）。

　

後
半
の
3
回
（
10
月
・
12
月
・
翌
年
2
月
）

で
、
決
定
し
た
保
険
税
の
年
額
か
ら
4
月
・

6
月
・
8
月
の
納
付
済
み
額
を
差
し
引
い

た
額
を
3
回
に
分
け
て
徴
収
し
ま
す
（
本

徴
収
）。

　

◆
特
別
徴
収
と
な
ら
な
い
場
合

　

上
記
の
①
～
③
に
あ
て
は
ま
る
場
合
で

も
、
次
の
よ
う
な
場
合
は
特
別
徴
収
と
な

り
ま
せ
ん
。

○�

国
民
健
康
保
険
税
と
介
護
保
険
料
の
合

計
額
が
、
対
象
と
な
る
年
金
支
給
額
の

2
分
の
1
を
超
え
て
い
る
場
合

○�

世
帯
主
が
介
護
保
険
料
を
特
別
徴
収
さ

れ
て
い
な
い
場
合

○�

特
別
徴
収
対
象
者
判
定
時
に
お
い
て
、

口
座
振
替
に
よ
る
納
付
を
継
続
し
て
い

る
人
で
、
今
後
も
確
実
な
収
納
が
見
込

ま
れ
る
場
合

○�

世
帯
内
の
被
保
険
者
が
75
歳
に
到
達
す

る
年
度
の
徴
収
に
つ
い
て
、
普
通
徴
収

の
方
法
に
よ
る
人
が
徴
収
事
務
を
円え

ん
か
つ滑

に
遂す

い
こ
う行

で
き
る
と
判
断
し
た
場
合

　

◆
特
別
徴
収
の
対
象
者

　

次
の
①
～
③
の
す
べ
て
に
あ
て
は
ま
る

場
合
は
、
世
帯
主
の
年
金
か
ら
国
民
健
康

保
険
税
が
差
し
引
か
れ
ま
す
。

①�

世
帯
主
が
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者

と
な
っ
て
い
る
こ
と

②�

世
帯
内
の
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者

全
員
が
65
歳
～
74
歳
で
あ
る
こ
と

③�

特
別
徴
収
の
対
象
と
な
る
年
金
の
年
額

が
18
万
円
以
上
で
あ
る
こ
と

住民協働課国保年金係（内線 2109）

　１０月から国民健康保険税の

　　　　　　　　　　特別徴収がはじまります

　

　　　　　　　　　　
　8月号で一部ご案内しましたが、医療制度改革により、10月から国民健康保険加入者で一定条
件の人については、国民健康保険税が年金から差し引かれます（特別徴収）。該当する場合は、
納税通知書の「特別徴収」欄に金額の表示がありますので、ご確認ください。
※口座振替や納付書で納める方法は「普通徴収」といいます。

■ 

問
い
合
わ
せ
：
住
民
協
働
課
国
保
年
金

係　

担
当
：
日
比
野
（
内
線�

２
１
０
９
）

3
月

2
月

1
月

12
月

11
月

10
月

9
月

8
月

7
月

6
月

5
月

4
月

徴
収
月

本
徴
収

（
特
別
徴
収
）

本
徴
収

（
特
別
徴
収
）

本
徴
収

（
特
別
徴
収
）

普
通
徴
収

普
通
徴
収

普
通
徴
収

普
通
徴
収

普
通
徴
収

普
通
徴
収

20
年
度

本
徴
収

（
特
別
徴
収
）

本
徴
収

（
特
別
徴
収
）

本
徴
収

（
特
別
徴
収
）

仮
徴
収

（
特
別
徴
収
）

仮
徴
収

（
特
別
徴
収
）

仮
徴
収

（
特
別
徴
収
）

21
年
度
以
降

【
国
民
健
康
保
険
税
徴
収
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
】

【
家
族
構
成
別
徴
収
例
】

　

世
帯
主
（
国
保
）
68
歳

　

妻
（
国
保
）
66
歳　
　

　

世
帯
主
（
国
保
）
72
歳

　

妻
（
国
保
）
69
歳

　

子
（
社
保
）
41
歳　

　

世
帯
主
（
後
期
高
齢
）
76
歳

　

妻
（
国
保
）
73
歳　
　

　

世
帯
主
（
国
保
）
67
歳

　

妻
（
国
保
）
63
歳　
　

　

世
帯
主
（
国
保
）
68
歳

　

妻
（
国
保
）
66
歳

　

子
（
国
保
）
42
歳　

普通徴収 特別徴収
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名
鉄
広
見
線(
新
可
児
駅
～
御
嵩
駅

間)

の
存
続
が
問
題
と
な
っ
て
以
降
、

こ
れ
ま
で
に
利
用
者
、
沿
線
住
民
、
高

校
生
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
を
実
施
し
、
こ

の
路
線
の
現
状
や
利
用
実
態
、
問
題
点

な
ど
を
把
握
し
た
上
で
、
今
後
ど
の
よ

う
に
利
用
者
を
増
や
し
て
い
け
る
の
か

を
現
在
、
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
重
要
と
な
る
の
が
「
輸
送
密

度
」
で
す
。
一
人
ひ
と
り
が
1
日
に
利

用
し
た
距
離
を
積
み
上
げ
、
こ
の
区
間

距
離
7
・
4
㎞
で
除
し
た
数
値
が
輸
送

密
度
で
す
。
こ
の
よ
う
に
算
出
し
た
輸

送
密
度
は
、
1
日
１
㎞
あ
た
り
の
輸
送

量
を
用
い
て
、
運
行
距
離
の
違
う
他
路

線
の
輸
送
量
と
対
比
で
き
ま
す
。

　

今
後
、
こ
の
輸
送
密
度
を
ど
の
よ
う

に
し
て
増
や
し
て
い
く
の
か
が
、
広
見

線
存
続
の
大
き
な
鍵
と
な
り
ま
す
。

シリーズ
　
　
　

★ 
輸
送
密
度
と
は
… 

★

名
鉄
広
見
線
を
守
ろ
う
！

総合政策課総合政策係（内線 2224）

■ 

問
い
合
わ
せ
：
総
合
政
策
課
総
合
政
策

係　

担
当
：
栗
谷
本
（
内
線�

２
２
２
４
）

　
　
　

★ 

無
料
駐
車
場
の
設
置 

★

　

広
見
線
の
利
用
を
増
や
す
た
め
に
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
方
策
が
考
え
ら
れ
ま
す
が
、

以
前
か
ら
、「
御
嵩
駅
近
く
に
駐
車
場

が
あ
れ
ば
、
も
っ
と
広
見
線
を
利
用
し

や
す
く
な
る
」
と
い
う
声
が
多
く
の
人

か
ら
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

地
権
者
と
近
隣
住
民
の
み
な
さ
ん
の
ご

理
解
の
も
と
、
9
月
10
日
か
ら
、
駅
南

の
ス
ー
パ
ー
跡
地(

旧
ス
パ
ー)

駐
車

場
を
臨
時
駐
車
場
と
し
て
無
料
開
放
し

て
い
ま
す
。

　

こ
の
利
用
状
況
を
み
て
、
必
要
で
あ

れ
ば
、
今
後
さ
ら
に
駐
車
場
の
確
保
を

検
討
す
る
な
ど
、
利
用
促
進
の
た
め
の

手
立
て
を
お
こ
な
っ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。　

 

 御 嵩 駅      願 興 寺 

 

          ロータリー

約300ｍ 

駐車場 
旧スパー

※�

こ
の
駐
車
場
は
、
名
鉄
広
見
線
利
用
促

進
を
目
的
と
し
た
も
の
で
、
そ
の
他
一

般
の
駐
車
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

▲�開放初日の無料駐車場の様子

「乗って残そう、
　　広見線」

名鉄広見線の輸送密度について

＜ある日、ＡさんとＢさんが広見線で出かけました。＞

　★Ａさんは、御嵩駅～新可児駅（7.4 ㎞）を利用
　　7.4km÷ 7.4km（区間距離）＝１人／日（輸送密度）

　★Ｂさんは、御嵩口駅～新可児駅（6.8 ㎞）を利用
　　6.8km÷ 7.4km（区間距離）＝0.9人／日（輸送密度）

※�

平
成
19
年
度
の
こ
の
区
間
の
輸
送
密
度

は
２
、２
７
４
人
／
日
、
輸
送
人
員
は
年

間
１
０
９
万
５
千
人
で
し
た
。
よ
っ
て
、

こ
の
区
間
を
利
用
し
た
人
の
1
人
あ
た

り
の
平
均
乗
車
距
離
は
５
・
６
㎞
で
し

た
。

▲���輸送密度を増やすには、
どうしたらいいので
しょうか…
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中山道みたけ館　電話 67-7500

中
山
道
み
た
け
館
特
別
展

　
　

開
催

中
山
道
み
た
け
館
特
別
展

　
　

「中
山
道
を
通
っ
た
人
々
」
開
催

　

江
戸
時
代
、「
中
山
道
」
は
御
嵩
町
域

を
東
西
に
通
り
、
江
戸
日
本
橋
を
起
点
に

京
都
三
条
大
橋
ま
で
の
主
要
街
道
で
し
た
。

そ
の
間
に
69
の
宿
場
が
設
け
ら
れ
、
49
番

目
に
「
御
嶽
宿
」、
50
番
目
に
「
伏
見
宿
」

が
あ
り
、
多
く
の
人
や
物
資
、
情
報
や
文

化
が
行
き
交
い
ま
し
た
。「
中
山
道
を
通
っ

た
人
々
」
と
題
し
た
今
回
の
展
示
で
は
、

御
嵩
町
域
の
「
中
山
道
」
を
通
っ
て
行
っ

た
人
や
物
に
つ
い
て
、
現
在
ま
で
残
さ
れ

て
い
る
わ
ず
か
な
記
録
を
頼
り
に
検
証
し
、

そ
の
成
果
を
紹
介
、
展
示
し
ま
す
。

●
期
間
：
10
月
26
日
（
日
）
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　

12
月
23
日
（
火･

祝
）

● 

場
所
：
中
山
道
み
た
け
館
特
別
展
示
室

　

そ
れ
で
は
こ
こ
で
、
実
際
に
ど
の
よ
う

な
人
々
が
御
嵩
の
地
を
通
過
し
た
の
か
、

一
部
紹
介
し
ま
す
。

★
皇こ
う
じ
ょ女

和か
ず
の
み
や宮

　

多
く
の
人
々
が
行
き
交
っ
た
中
山
道
で

す
が
、
中
山
道
最
大
の
通
行
と
し
て
思
い

浮
か
ぶ
の
が
、
皇
女
和
宮
の
通
行
で
す
。

幕
末
の
文
久
元
年
（
１
８
６
１
）、
14
代
将

軍
・
徳と

く
が
わ川

家い
え
も
ち茂

へ
輿こ

し
い入

れ
す
る
た
め
、
京

を
出
発
し
て
江
戸
に
向
か
い
ま
し
た
。
高

次し
づ
き月

か
ら
御
嵩
に
入
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、

美
佐
野
あ
た
り
で
、「
撫な

で

し
子こ

や�

人
に
は
見

え
ぬ�

笠
の
う
ら
」
と
一
句
詠
み
ま
し
た
。

そ
の
日
は
伏
見
で
宿
を
と
り
、
翌
朝
に
は

宿
に
近
接
す
る
新し

ん
む
ら
み
な
と

村
湊
（
上
恵
土
地
内
）

か
ら
木
曽
川
を
下
っ
て
、
故
郷
に
向
か
い

ま
し
た
。

　

こ
こ
で
は
、
3
件
の
通
行
を
紹
介
し
ま

し
た
。
こ
の
他
に
ど
ん
な
人
や
物
が
通
っ

た
の
か
は
、
ぜ
ひ
、
展
示
会
場
に
て
、
み

な
さ
ん
の
目
で
確
か
め
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

み
な
さ
ん
の
ご
来
館
を
心
か
ら
お
待
ち

し
て
い
ま
す
！

■ 

問
い
合
わ
せ
：
中
山
道
み
た
け
館　

担

当
：
大
脇　

電
話�

６
７・
７
５
０
０

◆ 

図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座 

◆

　

中
山
道
み
た
け
館
で
は
、
図
書
館
で
活

躍
し
て
い
た
だ
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
育
成

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
図
書
館

業
務
に
興
味
が
あ
り
、
図
書
館
で
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
み
た
い
と
い
う
人

を
対
象
に
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

● 

場
所
：
中
山
道
み
た
け
館
研
修
室

● 

対
象
者
：
図
書
館
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
に
興
味
が
あ
る
人

●
定
員
：
各
講
座
20
名

● 
申
込
期
間
：
10
月
15
日（
水
）～
30
日（
木
）

　

※�
10
月
20
日
（
月
）
～
22
日
（
水
）、

27
日
（
月
）
は
休
館
し
ま
す
。

● 

申
込
方
法
：
中
山
道
み
た
け
館
へ
直
接

ま
た
は
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
第
1
回
】

　
「
図
書
館
の
仕
事
と
は
、
本
の
分
類
」

●
日
時
：
11
月
13
日
（
木
）

　

午
後
1
時
30
分
～
午
後
3
時

●
講
師
：
図
書
館
司
書

【
第
2
回
】

　
「
本
の
返
却
、
配
架
処
理
」

●
日
時
：
12
月
11
日
（
木
）　

　

午
後
1
時
30
分
～
午
後
3
時

●
講
師
：
図
書
館
司
書

【
第
3
回
】

　
「
本
の
修
理
に
つ
い
て
」

●
日
時
：
平
成
21
年
1
月
15
日
（
木
）　

　

午
後
1
時
30
分
～
午
後
3
時

●
講
師
：
製
本
業　

タ
ナ
カ　

【
第
4
回
】

　
「
音
訳
に
つ
い
て
」�

●
日
時
：
平
成
21
年
2
月
19
日
（
木
）　

　

午
後
1
時
30
分
～
午
後
3
時

● 

音
訳
実
演
：
音
訳
ヴ
ォ
イ
ス
の
会
（
可

児
市
）

【
第
5
回
】

　
「
読
み
語
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い
て
」

●
日
時
：
平
成
21
年
3
月
12
日
（
木
）　

　

午
後
1
時
30
分
～
午
後
3
時

● 

読
み
聞
か
せ
実
演
：
わ
く
わ
く
た
い
む

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

■ 

申
込
先
お
よ
び
問
い
合
わ
せ
：

　

中
山
道
み
た
け
館　

担
当
：
山
田　

　

電
話�

６
７
・
７
５
０
０

貴
な
人
の
通
行
の
た
め
、
道み

ち
ぶ
し
ん

普
請
（
道
路

の
維
持
管
理
）
も
特
に
丁て

い
ね
い寧

に
お
こ
な
わ

れ
、
白
砂
を
一
面
に
敷
き
ま
し
た
。
伏
見

宿
に
は
、
西
坂
か
ら
東
坂
ま
で
砂
を
敷
い

た
と
い
う
記
録
が
残
っ
て
い
ま
す
。

★
伊い
の
う能
忠た
だ
た
か敬

　

諸
国
を
徒
歩
で
く
ま
な
く
測
量
し
、
精

密
な
地
図
（
伊
能
図
）
を
作
っ
た
こ
と
で

知
ら
れ
る
伊
能
忠
敬
で
す
が
、
御
嵩
を
通

過
し
て
い
る
こ
と
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い

ま
せ
ん
。
文
化
6
年
（
１
８
０
９
）
の
第

7
次
測
量
の
際
、
忠
敬
一
行
は
中
山
道
を

通
っ
て
長
野
県
側
か
ら
岐
阜
県
に
入
り
、

美
濃
国
の
測
量
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。
忠

敬
は
幕
府
御
用
の
測
量
で
あ
っ
た
た
め
、

御
嶽
宿
に
お
い
て
も
、
本
陣
に
宿
泊
し
て

い
ま
す
。

★
正ま
さ
お
か岡
子し

き規

　

時
代
は
少
し
下
っ
て
明
治
時
代
、
同
時

代
を
代
表
す
る
俳
人
の
1
人
で
あ
る
正
岡

子
規
も
御
嵩
の
地
を
通
っ
て
い
ま
す
。
明

治
24
年
（
１
８
９
１
）、
子
規
は
東
京
か
ら

故
郷
松
山
に
帰
郷
す
る
際
に
、
木
曽
路
・

美
濃
路
を
旅
し
ま
し
た
。
瑞
浪
市
釜か

ま
ど戸
に

宿
を
と
っ
た
子
規
は
、
日ひ

よ
し吉
を
経
由
し
て

9 ほっと みたけ　2008. 10



　総合政策課人事係（内線 2205）

住民基本台帳人口
20.3.31（年度末）

19,239人

歳出額
（Ａ）

5,730,536千円

実質収支 人件費
（Ｂ）

1,318,609千円

（参考）18年度
の人件費率

24.2％

人件費率
（Ｂ /Ａ）

23.0％171,442千円

【1】人件費の状況（19年度普通会計決算）

（注）人件費には、特別職に支給される給料、報酬などを含みます。

職員数
（Ａ）

144人

給料
561,803千円

職員手当
92,818千円

期末･勤勉手当

228,903千円

計（Ｂ）
883,524千円

1人当たり給与費
（Ｂ /Ａ）

6,136千円

給　　与　　費

【2】職員給与の状況（19年度普通会計決算）

（注）職員手当には退職手当を含みません。

【5】職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況
（20年 4月 1日現在）

（注）経験年数とは、卒業後ただちに採用され、引き続き勤務している場合は、
　　 採用後の年数をいいます。

この公表は、御嵩町職員の給与等の実態についてお知らせするものです。

区　分 御�嵩�町

大学卒一般行政職 172,200円

【4】職員の初任給の状況（20年 4月 1日現在）

区�分

御嵩町

平均給料月額

339,900円

平均給与月額

399,455円

平均給料月額

262,200円

平均年齢

44.0歳

平均年齢

55.9歳

一 般 行 政 職 技 能 労 務 職

【3】職員の平均給料月額、平均給与月額および平均年齢の状況
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（20年4月1日現在）

（注）一般行政職とは、福祉（保育士など）および医療（保健師など）関係職
　　�を除きます。

平均給与月額

268,425円

（支給割合） 期末手当
3.00 月分

勤勉手当
1.50 月分

（支給割合） 期末手当
3.00 月分

勤勉手当
1.50 月分

御　嵩　町 国

職制上の段階、職務の級等による加算措置

役職加算　5～ 15％

職制上の段階、職務の級等による加算措置

　　　　　　　　　役職加算　　��5 ～ 20％

　　　　　　　　管理職加算　10～ 25％

その他の加算
措置

（支給率）
勤続 20年
勤続 25年
勤続 35年
最高限度額

自己都合
21.00月分
33.75月分
47.50月分
59.28月分

勧奨･定年
27.30 月分
42.12 月分
59.28 月分
59.28 月分

定年前早期退職
特別措置
（2～ 20％加算）

1人当たり平均支給額　20,524 千円

退職手当

（支給率）
勤続 20年
勤続 25年
勤続 35年
最高限度額

自己都合
21.00月分
33.75月分
47.50月分
59.28月分

勧奨･定年
27.30 月分
42.12 月分
59.28 月分
59.28 月分

その他の加算
措置

定年前早期退職
特別措置
（2～ 20％加算）

期末手当

勤勉手当

区　分

（注）�退職手当の 1人当たり平均支給額は、前年度に退職した全職種にかか
る職員に支給された平均額です。

【７】職員手当の状況

19 年度
時�間�外
勤務手当

支給総額（普通会計決算）

職員１人当たり支給年額

支給総額（普通会計決算）

職員１人当たり支給年額

41,701千円

289千円

31,361千円

237千円
18 年度

扶養手当

住居手当

配偶者
その他　1人につき
（配偶者がない場合はそのうち1人について）

16歳から 22歳の子には

13,000 円

6,500 円

11,000 円

5,000 円加算

同

国の
制度区　分 内　　　　　　容

所有住宅の世帯主である者
　（取得後 5年を経過するまでの間）
賃貸住宅を借り受け一定額以上の
家賃を支払っている者

2,500 円

限度額　27,000 円

限度額　55,000 円通勤距離に応じて支給通勤手当

同

異

支給実績
（普通会計決算）

19,568 千円 261 千円

132 千円

82千円

590千円

60千円

0千円

4,083 千円

9,516 千円

9,434 千円

3,562 千円

0千円

1人当たり
平均支給年額

4,200 円

管理監督職員に対し、役職に応じて定額を支給

宿直、日直をおこなった職員

管理監督職員が週休日または休日等に処理を
要する臨時または緊急性を有する用務に従事
した場合　　　　　　　　　　　���6,000 円

管理職手当
宿日直手当

管理職員特
別勤務手当

同

同

同

【６】特別職の報酬等の状況（20年 4月 1日現在）

特殊勤務
手　当

（19年度）

区　　　　　分 全　職　種
支給実績（平成 19年度普通会計決算） 299千円
職員全体に占める手当支給職員の割合 27.8%
支給対象職員 1人当たり平均支給年額 7,475 円
手当の種類（手当数） 11種類

手当の名称 支給単価 手当の名称 支給単価
滞納整理等業務手当 500円／日 行路病人救護手当 1,000円／回
施設事故処理手当 2,000 円／回 用地交渉手当 500円／日
常備消防手当 1,500 円／回 感染症作業手当 2,000円／日
犬猫等死体処理手当 500円／体 社会福祉業務手当 2,000円／日
不法投棄等処理手当 1,000 円／日 危険医療業務手当 500円／回
行路死亡人収容等手当 3,000 円／体

708千円×在職年数×
500/100

594千円×在職年数×
300/100

退職手当（算定方式）区　分 給料月額等

給
料

報
酬

町　長
副町長

708,000 円
594,000 円 4.5 月分

期末手当
（19年度支給割合）

議　長
副議長
議　員

300,000 円
245,000 円
220,000 円

4.5 月分

708千円×在職年数×500/100
594千円×在職年数×300/100

退職手当（算定方式）

岐�阜�県 国

178,800円 172,200円

区　分 経験年数 10年

大学卒一般行政職 265,250円

経験年数 15年 経験年数 20年

299,600円 357,600円
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　総合政策課人事係（内線 2205）

区�　分 職　員　数
対前年
増減数 主　な　増　減　理　由

部　門 平成
19年

平成
20年

一
般
行
政
部
門

議　会 1 2 ���　1 局長の併任解除による増

総　務 35 32 ���△ 3 出張所職員の配置転換による減　など

税　務 10 11 ���　1 収納係の係員増員

民　生 35 34 　△ 1 保育士の退職不補充による減　など

衛　生 13 14 1 保健師の増員

農林水産 9 9 0

商　工 2 2 0

土　木 17 17 0

一�般�行�政�計 122 121 ���△ 1

特
別

行
政

教　育 22 23 1 教育長就任による増　など

小　計 22 23 1

普�通�会�計�計 144 144 �　0

公
営
企
業
等
会
計

水��道 6 5 ���△ 1
機構改革による増減

下水道 6 7 1

国��保 3 3 0

介護保険 6 6 0

老人保健 1 1 0

小���計 22 22 0

総���合���計 166 166 �　0

【10】年齢別職員構成の状況（20年 4月 1日現在）

【11】定員適正化計画の数値目標および進捗状況
①定員適正化目標数

　　平成 20年 4月 1日現在における職員数の数値
　　　　前年度　166人→ 166 人　± 0人

　②平成 24年 4月 1日時点における
　　定員の数値目標

　　平成 24年 4月 1日　職員数　160人
　　　　　　　　　　　　　→　数値目標との差　6人

　平成 17年度に策定した定員適正化計画（平成 17
年度～ 22 年度）の目標数値に基づき、職員数の適
正化を進めてきましたが、平成 22 年度の目標数値
173 名は達成されましたので、昨年度、平成 24 年
度までの定員適正化計画を策定しなおしました。こ
の定員適正化計画では、総経費削減の視点に基づき、
平成 24年度の数値目標を 160 名として設定してい
ます。

（注）職員数は一般職に属する職員数であり、地方公務員の身分を保有する休
　　��職者、派遣職員などを含み、臨時または非常勤職員を除いています。

【９】部門別職員数の状況と主な増減理由（各年 4月 1日現在）

【８】級別職員数の状況（一般行政職）（20年 4月 1日現在）

（注）1　一般行政職とは、保育士・保健師などを除いた職です。
��　　2　御嵩町の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。
��　　3　標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務です。
��������4���平成 18年度から従来の 1 ･ 2 級と 4 ･ 5 級を統合しました。

区　分 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 計

標準的な
職務内容

主事 主任 主査 係長 課長 参事

職�員�数 5人 6人 50人 40人 13人 5人 119人

構�成�比 4.3% 5.0% 42.0% 33.6% 10.9% 4.2% 100%

参
　
考

１年前の
構成比

4.1% 6.8% 47.5% 26.3% 11.9% 3.4% 100%

旧�級 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 ７級 ８級

５年前の
構成比

0% 5.4% 8.5% 15.4% 31.5% 16.2% 19.2% 3.8% 100%

区分（歳） 職員数（人）

20歳未満 0
20歳～ 23歳 0
24 歳～ 27歳 9
28 歳～ 31歳 17
32 歳～ 35歳 23
36 歳～ 39歳 16
40 歳～ 43歳 15
44 歳～ 47歳 16
48 歳～ 51歳 22
52 歳～ 55歳 28
56 歳～ 59歳 19
60 歳以上 0

合　計 165

【12】職員の任用の状況
①採用の状況（平成 20年 4月 1日採用分）

区��分 職種・科目等 受験者数 合格者数 採用者数

大学卒程度 一般事務職 19 1 1

〃 保健師 3 1 1

◎ 国や県の職員の給与情報が公開され次第、比
較ができる情報を町ホームページ上に公開し
ます。

■問い合わせ：総合政策課人事係　担当：佐藤（内線�2205）

※特別職および教育長は除いています。

11 ほっと みたけ　2008. 10



生
徒
の
「
真
心
」
で
地
域
や
学
校
を
花
い
っ
ぱ
い
に
！　
　
　

乳
幼
児
と
の
ふ
れ
あ
い
＆
託
児
体
験　
　
　

教
育
委
員
会
シ
リ
ー
ズ

教
育
委
員
会
シ
リ
ー
ズ　

④

生
涯
学
習
編　
　

～
生
涯
学
習
係
～

生
涯
学
習
編　
　

～
生
涯
学
習
係
～

幼
児
と
の
ふ
れ
あ
い
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

　

生
徒
か
ら
は
、「
初
め
て
の
こ
と
で
な
か

な
か
な
じ
め
な
か
っ
た
け
ど
、
だ
ん
だ
ん

と
溶
け
込
む
こ
と
が
で
き
て
よ
か
っ
た
で

す
」「
遊
び
に
対
し
て
も
子
ど
も
の
意
見

が
違
う
の
で
困
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
け
ど
、

そ
れ
ぞ
れ
の
子
ど
も
の
意
見
を
聞
き
、
一

緒
に
遊
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」「
疲
れ
た

け
れ
ど
、と
っ
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
」「
ま

た
、
こ
う
し
た
機
会
が
あ
れ
ば
参
加
し
た

い
」
と
の
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

8
月
20
日
（
水
）
に
中
公
民
館
で
、「
子

育
て
講
演
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

乳
幼
児
を
持
つ
親
が
、
講
師
に
「
え

ほ
ん
の
い
え
・
バ
ム
セ
」
代
表
の
今い

ま
い井

美み

つ

こ
都
子
先
生
を
迎
え
、「
子
育
て
を
絵
本
と

い
っ
し
ょ
に
楽
し
み
ま
し
ょ
う
」
と
題
し
、

乳
幼
児
期
の
発
達
に
あ
わ
せ
た
絵
本
の
選

び
方
な
ど
に
つ
い
て
学
習
会
を
お
こ
な
い

ま
し
た
。
お
母
さ
ん
が
集
中
し
て
勉
強
が

で
き
る
よ
う
、
東
濃
高
校
や
東
濃
実
業
高

校
・
美
濃
加
茂
高
校
の
生
徒
42
名
の
お
兄

さ
ん
や
お
姉
さ
ん
が
託
児
体
験
を
通
し
、
乳

　

共
和
中
学
校
で
は
、
今
年
の
秋
も
サ
ル

ビ
ア
や
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
な
ど
の
鮮
や
か

な
花
で
花
壇
が
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。

花
壇
を
彩
る
そ
の
花
々
は
、
生
徒
と
職
員

が
一
緒
に
な
っ
て
種
か
ら
育
て
た
も
の
で

す
。
本
校
は
、平
成
16
年
度
か
ら
Ｆ
Ｂ
Ｃ（
フ

ラ
ワ
ー
ブ
ラ
ボ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
）
に
参
加

し
て
い
ま
す
。
Ｆ
Ｂ
Ｃ
の
活
動
で
は
、
春

と
秋
の
2
回
、
配
布
さ
れ
た
種
子
か
ら
苗

を
育
て
て
、
校
内
の
花
壇
づ
く
り
を
お
こ

な
っ
た
り
、
地
域
に
配
布
し
た
り
す
る
こ

と
で
学
校
内
外
の
環
境
美
化
に
努
め
て
い

ま
す
。

　

今
年
度
、
秋
花
壇
デ
ザ
イ
ン
の
テ
ー
マ

は
、「
太
陽
～
共
和
中
を
明
る
く
て
、
活
気

あ
ふ
れ
る
学
校
に
し
よ
う
～
」。
ど
の
よ
う

な
学
校
に
し
た
い
か
、
願
い
を
込
め
て
、

生
徒
会
が
考
案
し
、
そ
の
願
い
に
合
わ
せ

て
デ
ザ
イ
ン
を
募
集
、
決
定
し
ま
し
た
。

　

校
内
の
花
づ
く
り
は
、
生
徒
会
が
全
校

生
徒
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
り
、
種
ま

き
、
ポ
ッ
ト
へ
の
土
入
れ
、
移
植
、
花
壇

へ
の
定
植
ま
で
お
こ
な
い
ま
す
。
毎
回
、

多
く
の
生
徒
が
参
加
し
、
職
員
と
と
も
に

な
ご
や
か
に
作
業
が
お
こ
な
わ
れ
ま
す
。

定
植
後
の
花
壇
に
楽
し
そ
う
に
水
や
り
を

す
る
姿
は
、
と
て
も
ほ
ほ
え
ま
し
い
も
の

で
す
。

　

そ
し
て
、
育
て
た
苗
の
多
く
は
、
日
ご

ろ
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
地
域
の
方
々
や

施
設
、
保
護
者
の
み
な
さ
ん
に
配
布
し
て

い
ま
す
。「
共
和
中
は
花
を
育
て
る
や
さ
し

い
心
の
生
徒
が
た
く
さ
ん
い
る
ん
だ
ね
」

「
今
年
も
家
の
花
壇
が
花
で
い
っ
ぱ
い
に
な

る
。
あ
り
が
た
い
」
と
、
地
域
の
人
か
ら

感
謝
や
励
ま
し
の
声
を
た
く
さ
ん
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

本
校
は
、「
美
し
い
も
の
を
大
切
に
す
る
」

と
い
う
こ
と
を
校
風
づ
く
り
の
一
つ
と
し

て
い
ま
す
。「
真
心
」
を
も
っ
て
育
て
る
か

ら
こ
そ
美
し
い
花
が
咲
く
。
花
の
成
長
と

と
も
に
、
生
徒
の
心
の
成
長
を
感
じ
ま
す
。

今
年
8
月
に
は
、
こ
の
活
動
に
対
し
て
、

教
育
委
員
会
か
ら
表
彰
も
受
け
ま
し
た
。

　

来
年
の
春
に
ま
た
、
生
徒
の
「
真
心
」

で
学
校
や
地
域
が
花
い
っ
ぱ
い
に
な
る
よ

う
、
全
校
で
が
ん
ば
っ
て
い
き
ま
す
。

学
校
教
育
編　
　

～
共
和
中
学
校
～

　生涯学習課生涯学習係（内線 2266）・教育課学校教育係（内線 2310）

▲��生徒たちは
「真心」を込
めて、花を
植えました

▲��やさしいお姉さんとあそんだよ！

教
育
の
窓
か
ら

学
校
教
育
編　
　

～
共
和
中
学
校
～

▲��かわいい子どもたちとあそぶのは、
たのしいな！
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教育センター（内線 2264）

氏
名
・
団
体
名

表
彰
内
容

林は
や
し　

勝か
つ
み美

薬
師
祭
礼
保
存
会
会
長
と
し
て
伝
統
文
化
の
保

存
・
継
承
に
尽
力

荻お
ぎ
そ曽
和か

ず
い
ち市

公
民
館
体
育
部
員
と
し
て
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
活

動
の
充
実
・
発
展
に
尽
力

加か
と
う藤

龍た
つ
ろ
う郎

渡わ
た
な
べ辺

清き
よ
ひ
ろ弘

小お
ぐ
り栗

光み
つ
な
が長

公
民
館
広
報
部
員
と
し
て
住
民
の
多
様
な
ニ
ー
ズ

に
応
え
た
公
民
館
活
動
の
充
実
・
発
展
に
尽
力

原は
ら　

美み
つ
る鶴

公
民
館
文
化
部
員
と
し
て
住
民
の
多
様
な
ニ
ー
ズ

に
応
え
た
公
民
館
活
動
の
充
実
・
発
展
に
尽
力

澁し
ぶ
や谷
淳あ

つ
こ子

体
育
指
導
委
員
と
し
て
地
域
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

に
寄
与
し
、
町
民
の
健
康
保
持
増
進
に
尽
力

嵯さ

が峨
和か

ず
よ代

水み
ず
の野
照て

る
お夫

教
育
委
員
と
し
て
教
育
行
政
を
牽
引
し
、
町
教

育
の
向
上
・
発
展
に
尽
力

金か
な
い井
和か

ず
ひ
ろ弘

学
校
医
と
し
て
児
童
生
徒
の
健
康
保
持
増
進
と

学
校
保
健
の
向
上
・
発
展
に
尽
力

桃も
も
い井
知と

も
よ
し良

可か

に児
卓た

く
お朗

仙せ
ん
ご
く石
裕ひ

ろ
み美

田た
は
ら原
哲て

つ
や也

田た
は
ら原

育い
く
ろ
う郎

学
校
医
と
し
て
児
童
生
徒
の
健
康
保
持
増
進
と

学
校
保
健
の
向
上
・
発
展
に
尽
力

藤ふ
じ
か
け掛
晶あ

き
ひ
さ久

岡お
か
の野　

勲
い
さ
お

学
校
歯
科
医
と
し
て
歯
科
衛
生
指
導
の
推
進
と

学
校
保
健
の
向
上
・
発
展
に
尽
力

田た
は
ら原

雅ま
さ
き樹

長な
が
せ瀬　

隆
た
か
し

可か

ち知
成し

げ
ひ
ろ宏

田た
は
ら原

秋あ
き
ひ
こ彦

西に
し
や
ま山
明あ

き
の
り範

安あ
ん
ど
う藤

全ぜ
ん
ぢ治

学
校
薬
剤
師
と
し
て
児
童
生
徒
の
健
康
保
持
増

進
と
学
校
保
健
の
向
上
・
発
展
に
尽
力

伊い

さ

じ

左
治
孝た

か
ふ
み典

横よ
こ
や
ま山
康や

す
ふ
み文

学
校
の
中
核
と
し
て
児
童
生
徒
の
健
全
育
成
に

寄
与
し
、
教
育
推
進
に
尽
力

山や
ま
だ田

昭し
ょ
う
じ二

可か

に児
恭き

ょ
う
こ子

藤ふ
じ
た田
美み

や

こ

八
子

養
護
教
諭
と
し
て
児
童
生
徒
の
健
全
育
成
に
寄

与
し
、
教
育
推
進
に
尽
力

向
陽
中
学
校

Ｋ
Ｃ
Ｖ

学
校
内
の
美
化
や
整
備
、
地
域
清
掃
な
ど
の
積

極
的
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
推
進

共
和
中
学
校

生
徒
会

生
徒
会
が
中
心
に
な
っ
て
、
花
づ
く
り
の
取
り

組
み
を
継
続
し
、Ｆ
Ｂ
Ｃ
（
フ
ラ
ワ
ー
ブ
ラ
ボ
ー

コ
ン
ク
ー
ル
）
に
お
い
て
も
連
続
し
て
優
秀
賞

な
ど
を
受
賞

ぞ
う
の
み
み

御
嵩
小
学
校
を
中
心
に
し
て
、
子
ど
も
や
保
護
者

へ
の
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
推
進

【
平
成
20
年
度　

御
嵩
町
教
育
委
員
会
表
彰
受
賞
者
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
・
順
不
同
）

町
の
教
育
に
貢
献
！

「
教
育
委
員
会
表
彰
」

町
の
教
育
に
貢
献
！

「
教
育
委
員
会
表
彰
」

　

8
月
26
日
（
火
）
に
中
公
民
館
で
、「
御

嵩
町
教
育
委
員
会
表
彰
式
」
が
お
こ
な
わ

れ
、
町
の
教
育
に
貢
献
し
た
28
名
と
3
団

体
（
下
表
参
照
）
に
表
彰
状
が
手
渡
さ
れ

ま
し
た
。

　

表
彰
式
の
後
に
は
、
共
和
中
学
校
の
大お

お
も
と本

智と
も
み美

先
生
に
よ
る
教
育
実
践
論
文
発
表
『
生

徒
が
変
わ
る
、
学
級
が
変
わ
る
道
徳
教
育
の

実
践
』
と
、
笛ふ

え
し師

の
田た

な
か中

敏び
ん
ち
ょ
う

長
氏
に
よ
る

教
育
講
演
会
「
横
笛
と
出
会
っ
て
」
が
お
こ

な
わ
れ
ま
し
た
。
澄
ん
だ
音
色
の
横
笛
演
奏

に
は
じ
ま
り
、
聴
講
者
を
巻
き
込
み
な
が
ら

の
講
話
、
そ
し
て
、
正
装
し
て
の
演
奏
で
幕

を
閉
じ
ま
し
た
。
途
中
、
一
般
参
加
者
か
ら

の
質
問
に
答
え
ら
れ
る
な
ど
、
親
し
み
や
す

い
雰
囲
気
の
な
か
、
横
笛
に
対
す
る
愛
情
、

職
人
と
し
て
の
こ
だ
わ
り
が
伝
わ
る
素
敵
な

講
演
会
で
し
た
。

▲���表彰を受ける向陽中学校
ＫＣＶ（左）と共和中学校
生徒会（中央）

■ 

問
い
合
わ
せ
：
御
嵩
町
教
育
セ
ン
タ
ー
（
教
育
委
員
会
内
）

　
（
内
線�

２
２
６
４
）
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地 デ ジ
2011 年 （平成 23 年） 7 月 24 日

　テレビについての

　　　　　　大切なお知らせです

　テレビについての

　　　　　　大切なお知らせです

　2011 年（平成 23 年）7月 24 日までに、今まで
のテレビ放送（地上アナログ放送）は終了します。
それ以降は、アナログテレビをお使いの人は、その
ままではテレビ放送（地上デジタル放送）を見るこ
とができません。

◆地上デジタル放送を視聴するには…

　①地上デジタル放送対応のテレビに買い換える
　②地上デジタルチューナーを買い足す
　③�地上デジタル放送対応済みのケーブルテレビで
視聴する

　各方法があります。①、②については、ＵＨＦア
ンテナが必要です。
　山間部など電波が良好に受信できない地域であっ
たり、共聴施設が地上デジタル放送に対応していな
い場合は、正常に受信することができません。
　ご自宅付近の受信状況の確認方法については、右
記までご相談ください。

■ 問い合わせ：総合政策課情報推進係　担当：小倉
　（内線�2230）

公共工事入札結果（平成 20 年 8 月分）

◆この「公共工事入札結果」は、予定価格が 500万円以上の入札物件について公表しています。
◆上記工事の入札は、電子入札で実施しました。
◆�入札結果などの詳細は、総務管理課契約管財係で閲覧できます。また、ホームページでも公開中です。
■問い合わせ：総務管理課契約管財係　担当：井上（内線�2214）

№ 工事名／内容／場所／期間 予定価格（円）落札価格（円） 落札業者 入札参加数 担当課

1

顔戸・比衣地区面整備移設工事

42,500,000 40,372,500 ㈲新井組 8社 上下水道課
HPPEΦ 75L=1,026m�PP Φ 50L=1,204.3m�
PP Φ 25L=129m　分水工 50戸／伏見地内
8月 18日～平成 21年 3月 31日

　総合政策課情報推進係（内線 2230 ）

【デジタル放送に関する問い合わせ先】

★地上デジタル放送について
　総務省地デジコールセンター
　電話 0570-07-0101（ナビダイヤル）
　※�ＩＰ電話など、ナビダイヤルがつながらない場合
　　電話 03-4334-1111
　平日：午前 9時～午後 9時　
　土日祝日：午前 9時～午後 6時

★ＢＳデジタル放送について
　ＢＳデジタル放送お問い合わせセンター
　電話 0570-01-2011（ナビダイヤル）
　※�ＩＰ電話など、ナビダイヤルがつながらない場合
　電話 045-345-4080

　平日：午前 9時～午後 9時　
　土日祝日：午前 9時～午後 6時

★視聴エリアについて
　㈳デジタル放送推進協会
　ホームページ　http://www.dpa.or.jp/
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　みなさんからの貴重なご意見ありがとうございます。ご意見はすべて目を通させていただいています。
官製はがきやお手紙、FAX、Ｅメールでも結構です。若い人からのご意見・ご提案も待っています。
　なお、お便りには、住所、氏名などのご記入をお願いします。　　　　　　　　　　　　　　　（町長）

　

　住民協働課まちづくり推進係（内線 2102）

ごみの焼却について

　御嵩口駅付近の中周辺で、夜 11時を過ぎるとゴムの焼ける臭いで、大変迷惑しています。窓
が開けれないので、調査してください。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（40 代・男性）

　　　　　　　〜今後も定期的に啓発活動をおこないます〜

　御嵩口駅付近で、夜間にごみを焼却する臭いがするとのことですが、近隣の住民からも同じ
内容の話をうかがっています。また、現場を特定するには至らなかったということも合わせて
うかがっています。
　そのため、環境保全課では、御嵩・中地区を中心とした防災行政無線および回覧文書による
啓発活動をおこなう予定です。また、今後も定期的に広報紙「ほっとみたけ」などを通じて、
啓発活動をおこないます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（回答：環境保全課）

自分らしさを
実現できる町

御嵩町男女共同参画懇話会

自分らしさが発揮できる社会に・・・
　男女共同参画社会の実現に向けた、各種取り組み
や固定的性差役割分担の意識改革が進んでいること
は、自分の個性や能力を発揮し、女性の社会に参画
しやすい状況を作り出している。このようななかで、
「男は仕事、女は家庭」というと、女性の社会に参画
する機会を奪い、男女共同参画社会の実現に逆行す
るものだとか、固定的性差役割分担意識を助長する
ものだと批判の謗

そし

りを受けそうである。
　社会に参画し、自分の個性・才能・能力を発揮し、
光り輝くお母さんがいてもいいし、子どもが「ただ
いま」と学校から帰ってきたとき、「おかえり」といっ
てあげられるお母さんがいてもいい。

　「男だから、女だから」と性差によって、一方的に
決めつけてしまうのはよくないが、夫婦（家族）が
理解しあい、尊重しあい、納得しあい、自分らしさ
が発揮できるのであれば、それはそれでいいのでは
ないかと思う。　　
　　　御嵩町男女共同参画懇話会　伊

い さ じ

左 治 彪
たけし

（大庭）

★ 男女共同参画に関する「住民意識調査」を 10 月
以降に無作為抽出で、町内在住の 20 歳以上の男
女 1,000 人を対象に郵送方法でおこないますので、
ご協力をお願いします。

■ 問い合わせ：住民協働課まちづくり推進係　担当：
植松（内線�2102）
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　岐阜県議会において、「国に御嵩
町内の亜炭廃坑対策を求める請願」
を採択していただきました。その
後、県議会の総務委員会と土木委
員会の 15名の議員と地元の県議会
議員が、比衣地区（洞）の亜炭廃
坑調査口を視察しました。わずか
な時間でしたが、実際に、当時の
亜炭採掘がおこなわれていた現場
を見ていただき、町に残る亜炭廃
坑の現状を知ってもらうことがで
きたと思います。（8月 25日）

　

産
業
廃
棄
物
処
分
場
計
画
地
の
利
用
方
向
を
考
え

て
い
く
、「
御
嵩
町
産
業
廃
棄
物
処
分
場
計
画
地
利

用
指
針
検
討
委
員
会
」
の
第
1
回
目
の
会
議
が
お
こ

な
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
委
員
会
は
、
環
境
や
ま
ち
づ

く
り
の
専
門
家
で
あ
る
大
学
教
授
や
住
民
で
構
成
さ

れ
、
跡
地
の
利
用
方
向
を
考
え
て
い
き
ま
す
。
委
員

会
は
、
今
後
も
公
開
で
お
こ
な
わ
れ
ま
す
の
で
、
だ

れ
で
も
傍

ぼ
う
ち
ょ
う聴

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。（
8
月
29
日
）

　存続が問題となっている名鉄広見
線の存続を求めて、町民でつくる「名
鉄広見線を守ろう会」（代表：伊

い と う

藤
也
や す し

寸志さん）が、渡辺町長と梅原議
長に要望書を提出しました。内容は、
「存続に全力を尽くす」「名鉄に対す
る、交通事業者としての社会的責任
の申し入れ」などを求めるものです。
この要望書をうけ、町長は、「鉄路を
守る姿勢は変わらない」と話されま
した。（8月 21日）
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　「いっしょに　あそぼ！！」
　季節の移り変わりを肌で感じながら戸外遊び
を楽しむ御嵩保育園の子どもたちは、いつも元気
いっぱいです。石けんクリームや小麦粉粘土な
ど、いろいろな素材の感触を楽しんでいます。こ
れからは、木の実や葉っぱといった自然物も素敵
な素材となることでしょう。　　　

▼���「わぁ　おいしそうだね！」

　今は、学年を超えてのごっこあそびが大人気です。「これ、たべ
たいなぁ」「はい、どうぞ」と作ってもらったものをうれしそうに
食べるまねをする年少児や未満児の子どもたち。その姿をニコニコ
と見ていたり、「おとさないでね」と、そっと手を添えるお兄さん
お姉さんの姿は、とても微

ほほえ

笑ましいものです。年長児、年中児のや
さしさやたくましさをも感じられるひとときです。
　これからも、年齢を超えた子どもたちの関わりを持てるような環
境を整えていきます。そして、いろいろな行事や経験を通して、心
身ともに成長する子どもたちを楽しみにしたいと思います。　

▲����「ふわふわして、きもちいいね」

御　 嵩

保 育 園

　郡上市の日本まん真ん中センター
で、県女性防火クラブ運営協議会会
長表彰式が開催され、御嵩町女性防
火クラブのクラブ員 9名が優良章表
彰を受けました。これは、長年、ク
ラブ活動に専念し、特に優秀で他の
模範と認められるクラブ員が表彰さ
れるものです。これからも町の安全
のために、ますますの活躍を期待し
ています。（8月 22日）

　

東
濃
信
用
金
庫
が
、
環
境
保
全
活
動
を
目
的
と
し

て
、
町
に
5
万
円
を
寄
付
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

東
濃
信
用
金
庫
で
は
、
環
境
保
全
活
動
に
力
を
入
れ

て
お
り
、「
フ
ァ
ミ
リ
ー
エ
コ
チ
ャ
レ
ン
ジ
ブ
ッ
ク
」

や
「
温
暖
化
対
策
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
」
の
配
布
な
ど

を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。
今
回
い
た
だ
い
た
寄
付
金

は
、
ふ
る
さ
と
み
た
け
応
援
寄
附
金
と
し
て
、
町

の
環
境
保
全
活
動
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
9
月
3
日
）

【優良章表彰受賞者】
○細

ほその

野裕
ひろ こ

子さん　　○小
おぐり

栗政
まさ え

江さん
○臼

うすい

井きし江
え

さん　○奥
おくむら

村啓
けい こ

子さん
○水

みずの

野美
よし こ

子さん　　○斉
さいとう

藤貞
さだ こ

子さん
○小

おぐり

栗芙
ふ み こ

美子さん　○廣
ひろま

間啓
けい こ

子さん
○安

あんどう

藤光
みつ こ

子さん

学 校 法 人 荻 須 学 園
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保健センター（内線 2194）

運動の秋です

　ウォーキングをしましょう

運動の秋です

　ウォーキングをしましょう
　暑い夏も終わり、「運動の秋」がやってきました。秋は健康診断を受ける人も
多いと思います。この機会に、あなたもウォーキングをはじめてみませんか。

＜脳＞全身の血流が促進されます。多
くの酸素が脳へ行きわたることで脳細
胞が活発化され、脳の老化を防ぐのに
役立ちます。

ウォーキングの効果：ウォーキングをすることで、体内のさまざまな組織が活発に働きだします。

＜足腰＞足腰の筋力の向上はもちろん
のこと、骨にも適度な荷重が加わり、
骨
こつそしょうしょう

粗鬆症の予防としても効果があります。

＜血管＞血液循環がよくなることで酸
素が供給され、細胞組織は活発化されま
す。さらに、全身の組織に分布する毛細
血管が活発に働きます。

＜生体リズム＞自律神経のうちのひと
つである交感神経が刺激され、生体機能
のバランスがよくなってきます。

＜上半身＞腕を振りながら姿勢を正し
て歩くことで、上半身の筋肉も鍛

きた

えら
れます。また、背筋を伸ばして歩くこ
とで背骨を支える筋肉が鍛えられ、姿
勢もよくなってきます。

＜心肺機能＞一定のリズムによる呼吸
で、心臓や肺といった呼吸器系の組織が
活発に働くようになります。

＜胃腸＞足裏には、内臓の諸器官とつ
ながるツボがあり、そこを刺激されるこ
とで胃腸の調子もよくなってきます。

＜血液＞運動によって、血管に付着し
ているコレステロールを運びだしてくれ
る善

ぜんだま

玉（ＨＤＬ）コレステロールが増加
します。そのため、動

どうみゃくこうか

脈硬化や心臓病な
どを予防します。また、血液の酸素運搬
能力も向上します。

★ 歩き方のくせのチェックをしてみましょう ★
【横揺れ型】足を前に運ぶときに体を左右に揺らし、
肩を揺すりながら歩く。
→ 改善ポイント：頭の位置を動かさずに、背筋を伸ば
して歩くように意識しましょう。

【縦揺れ型】上下の動きが大きく、頭や肩、腰でリズ
ムをとるように歩く。
→ 改善ポイント：重心を高く保つように意識しながら
歩くようにしましょう。

【ガニ股歩き型】足の先を外側に向けて歩く。
→ 改善ポイント：着地のときにつま先が外に向かない
ように気をつけ、足の親指のつけ根で地面を蹴

け

るよ
うにしましょう。

【内股歩き型】内股で歩幅が狭い。後ろの足の蹴りが
弱いので、前足はひざが伸びないうちに着地する。
→ 改善ポイント：視線を遠くにして、大股でひざを伸
ばし、後ろ足を強く蹴りだすようにしましょう。

【無気力型】全体に力がなく、歩幅も狭く、足全体を
地面に蹴落とすように歩く。足首のバネを使っていな
い疲れやすい歩き方。
→ 改善ポイント：意識的にもっと腕を振って反動をつ
け、元気よく歩くようにしましょう。

◆ ウォーキング講座を開催します ◆
　運動指導士による、正しく効果的なウォーキン
グ講座をおこないます。1時間程度のウォーキン
グの実技もあります。ぜひ、ご参加ください。
●日時：11月 11日（火）　午前9時30分～正午
●場所：保健センター
● 持ち物：汗ふき用タオル、お茶や水などの水分
※�歩きやすい服装、靴でお越しください。
●申込期間：10月 27日（月）～31日（金）
● 申込方法：保健センターへ直接または電話で申
し込みください。

■ 申込先および問い合わせ：保健センター　
　担当：桑下　（内線�2194）
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◆
高
齢
者
虐
待
は
、
な
ぜ
起
こ
る
の
？

　

虐
待
の
原
因
は
、
介
護
の
負
担
や
家
族

の
病
気
、
家
庭
の
経
済
状
況
の
変
化
な
ど

か
ら
、
高
齢
者
と
家
族
と
の
人
間
関
係
の

　

平
成
18
年
4
月
に
、「
高
齢
者
虐
待
防
止
、

高
齢
者
の
養
護
者
に
対
す
る
支
援
等
に
関

す
る
法
律
」
が
施
行
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、

最
近
、
施
設
や
家
庭
で
の
高
齢
者
虐
待
で
、

施
設
の
指
定
取
り
消
し
や
逮
捕
さ
れ
る
な

ど
の
ニ
ュ
ー
ス
を
耳
に
す
る
こ
と
が
多
く

な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
法
律
で
は
、
虐
待
（
疑
い
も
含
む
）

に
気
付
い
た
人
は
、
町
へ
の
通
報
（
努
力
）

義
務
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
虐
待
は
、

早
期
発
見
を
す
る
こ
と
で
、
虐
待
を
受
け

て
い
る
人
だ
け
で
な
く
、
虐
待
を
せ
ざ
る

を
え
な
い
状
況
に
陥

お
ち
い

っ
て
し
ま
っ
た
人
を

も
守
る
制
度
で
す
。
そ
の
た
め
に
、
早
期

発
見
・
地
域
の
協
力
・
見
守
り
が
必
要
に

な
っ
て
き
ま
す
。

地
域
で
見
守
り

　

高
齢
者
虐
待
を

　
　
　
　
　

防
止
し
ま
し
ょ
う

◆
虐
待
と
は
…　
　
　
　
　
　
　
　

◆
あ
な
た
の
ま
わ
り
に
、

　
　
　
　

こ
ん
な
人
は
い
ま
せ
ん
か
…

【
本
人
の
様
子
】　

　

○
過
食
・
拒
食
が
見
ら
れ
る

　

○
部
屋
や
衣
服
が
汚
い

　

○
体
に
あ
ざ
が
あ
る

　

○
急
に
お
び
え
る

　

○
家
に
帰
り
た
が
ら
な
い

　

○
お
金
の
こ
と
を
心
配
す
る

【
家
族
の
様
子
】

　

○
介
護
に
疲
れ
て
い
る

　

○
高
齢
者
の
世
話
や
介
護
に
拒
否
的

　

○
怒
鳴
り
声
が
聞
こ
え
る

　

○
受
診
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
拒
否

　

地
域
で
の
見
守
り
と
気
付
き
が
、
虐
待

防
止
に
つ
な
が
り
ま
す
。

地域包括支援センター（健康福祉課高齢福祉係）（内線 2172)

■�

問
い
合
わ
せ
：
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
（
健
康
福
祉
課
高
齢
福
祉
係
内
）　

担
当
：
渡
辺
（
内
線�

２
１
７
２
）

《
11
月
の
教
室
の
お
知
ら
せ
》

【
転
倒
予
防
教
室
】

◇
上
之
郷
公
民
館
：
11
月
14
日
（
金
）

●
時
間
：
午
後
1
時
30
分
～
午
後
3
時

【
体
操
教
室
】

◇
御
嵩
公
民
館
：
11
月
5
日
（
水
）

●
時
間
：
午
前
10
時
～
午
前
11
時
30
分

◇
老
人
憩
い
の
家
新
館
：
11
月
10
日（
月
）

●
時
間
：
午
前
9
時
30
分
～
午
前
11
時

◇
伏
見
公
民
館
：
11
月
18
日
（
火
）

●
時
間
：
午
前
10
時
～
午
前
11
時
30
分

※�

申
し
込
み
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。直
接
、

体
操
の
で
き
る
服
装
で
お
出
か
け
く
だ

さ
い
。
水
分
補
給
の
た
め
、
お
茶
を
ご

持
参
く
だ
さ
い
。

◆
虐
待
に
気
付
い
た
ら
…

　

虐
待（
疑
い
も
含
む
）に
気
付
い
た
人
は
、

「
御
嵩
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
に
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

　

認
知
症
に
対
す
る
理
解
や
治
療
、
介
護

の
方
法
や
福
祉
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
利
用
に

よ
り
、
介
護
者
の
ス
ト
レ
ス
や
介
護
負
担

の
軽
減
に
つ
な
が
り
、
虐
待
を
防
ぐ
こ
と

が
で
き
ま
す

一
人
で
抱
え
込
ま
ず
、
相
談
し
ま
し
ょ

う
。
家
族
に
も
休
息
が
必
要
で
す
。

身体的虐待
たたく、つねる、な
ぐる、蹴

け

る、ベット
に縛りつける

経済的虐待
必要な金銭を渡さな
い、年金や預貯金を
無断で使用する

介護放棄
食事を与えない、おむつ
を交換しない、介護サー
ビスを受けさせない

心理的虐待
嫌がらせをする、
ののしる、無視す
る

性的虐待
下半身を裸にして
放置、キスをする、
性器への接触

※�

虐
待
を
し
て
い
る
人
に
自
覚
が
な
い
、

認
知
症
や
体
が
不
自
由
で
、
自
分
か
ら

虐
待
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
訴
え
る
こ
と

が
で
き
な
い
、
恥
ず
か
し
く
て
、
誰
に

も
い
え
な
い
と
い
う
場
合
も
あ
り
ま
す
。

バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
、
さ
ら
に
生
活
上
の
さ

ま
ざ
ま
な
ス
ト
レ
ス
が
複
雑
に
絡か

ら

み
合
っ

て
、
虐
待
が
起
こ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
高
齢
者
の
お
世
話
は
、
家
族
が

す
る
の
が
当
た
り
前
」
と
い
う
考
え
や
、

ま
わ
り
の
何な

に
げ気

な
い
一
言
が
家
族
を
追
い

つ
め
、
心
と
体
の
ゆ
と
り
を
奪
わ
れ
て
、

十
分
な
介
護
が
で
き
な
く
な
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
そ
の
他
、
認
知
症
も
大
き
な
原

因
の
一
つ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

先
日
、
新
聞
に
あ
る
県
の
調
査
に
よ
る

と
、
虐
待
を
受
け
た
３
６
５
人
の
う
ち
、

１
８
５
人
は
認
知
症
で
あ
っ
た
と
の
記
事

が
あ
り
ま
し
た
。
認
知
症
の
割
合
が
、
約

51
％
も
占
め
て
お
り
、
認
知
症
の
人
を
介

護
す
る
こ
と
の
大
変
さ
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

地域包括支援

センター
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「重点エコプロジェクト」　

活動実績を報告します

「重点エコプロジェクト」　

活動実績を報告します

メ
ン
バ
ー
の
洗
い
直
し
を
お
こ
な
い
、

各
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
組
織
を
明
確
に

し
て
、
活
動
を
軌
道
に
の
せ
る
こ
と

　

○�

町
民
（
事
業
者
）
に
わ
か
り
や
す
い

情
報
発
信
を
心
が
け
る
こ
と

◆
活
動
の
問
題
点
と
今
後
の
課
題

★�

町
民
の
参
加
を
促
進
す
る
た
め
に
は
、

い
か
に
魅
力
あ
る
活
動
を
提
案
で
き
る

か
が
課
題
と
な
る
。
今
後
は
、
重
点
エ

コ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
目
標
や
コ
ン
セ
プ

ト
を
明
確
に
し
な
が
ら
、
新
し
い
メ
ン

バ
ー
の
参
加
と
新
企
画
の
導
入
も
検
討

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

★�

今
後
は
、
よ
り
実
践
性
を
高
め
る
た
め

に
、
活
動
の
具
体
例
や
実
践
方
法
な
ど

に
重
点
を
置
い
た
学
習
の
機
会
や
情
報

提
供
に
力
を
入
れ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

★�

町
行
政
は
、
重
点
エ
コ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
運
営
を
町
民
の
自
主
的
な
取
り
組
み

に
委ゆ

だ

ね
る
方
向
性
を
持
っ
て
、
側
面
か

ら
支
援
す
る
姿
勢
を
明
確
に
し
た
ほ
う

が
よ
い
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
活
動

に
つ
い
て
各
分
科
会
か
ら
全
体
会
に
至い

た

る
す
べ
て
の
レ
ベ
ル
で
、
も
っ
と
議
論

を
深
め
、
積
極
的
な
活
動
を
進
め
ら
れ

る
よ
う
に
支
援
す
る
必
要
が
あ
る
。

★�

活
動
さ
れ
て
い
る
町
民
、
お
よ
び
こ
れ

か
ら
活
動
す
る
町
民
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
育
成

が
、
依
然
と
し
て
大
き
な
課
題
で
あ
る
。

そ
の
た
め
に
も
、
町
行
政
は
名
実
と
も

に
活
動
の
拠
点
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な

  かんちゃん　きょうちゃん
この 2人は、リサイクルを進める
御嵩町の環境キャラクターです。

環境保全課環境政策係（内線 2124）

◆
活
動
の
総
括
意
見

★ 

環
境
フ
ェ
ア
、
お
よ
び
可
児
川
ク
リ
ー

ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
活
動
な
ど
の
大
型
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
町
民
参
加
人
数
が

改
善
さ
れ
、
一
定
の
成
果
が
あ
っ
た
が
、

一
方
で
各
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
本
来
の
活
動

で
は
、
組
織
力
と
自
主
的
活
動
の
両
面

で
課
題
を
残
し
て
い
る
。
次
年
度
に
抜

本
的
な
対
策
が
必
要
で
あ
る
。

★ 

今
後
は
、
町
民
（
事
業
者
）
＝
町
行
政

の
協
働
に
よ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
の

確
固
た
る
基
盤
作
り
に
向
け
た
活
動
に

力
を
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
町
行

政
に
は
以
下
の
事
項
に
お
い
て
、
い
っ

そ
う
鋭
意
努
力
を
望
み
た
い
。

　

○�

町
民
の
積
極
的
な
活
動
を
引
き
出
し
、

自
主
性
を
育
て
る
こ
と

　

○�

高
い
見
識
と
指
導
性
を
持
っ
て
、
行

政
全
体
が
統
一
的
に
支
援
に
当
た
る

こ
と

　

○�

発
足
時
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
会
議

　環境基本計画で掲げた「自然と共生し�歴史・文化を未来にひきつぐ里山のまち�
みたけ」を実行するための組織として、平成 17年に「まちづくりパートナーシッ
プ会議」を発足しました。1年間の重点エコプロジェクト活動について、環境審
議会から次のようなご意見をいただきましたので紹介します。

プロジェクト名
実施
月

活動内容
参加
人数

御嵩をきれいにし隊
たい

（ごみゼロ推進プロ
ジェクト）

4
マナーアップ犬の散歩倶楽部会員募
集

12

6 御嵩をきれいにし隊発足式、打合せ 14

8
ごみ処理施設見学 ( ささゆりクリー
ンパークほか )

33

12
犬の散歩道ウォーキング大会 ( 南山
台西 )

20

2 可児川クリーンキャンペーン 400

野生生物もっとしり隊
( 野生生物保全推進プ
ロジェクト )
（ホタルの名所づくり
プロジェクト）

5
希少野生生物保護活動紹介、レッド
データブックのＰＲ（みたけの森ま
つり）

9

6 比衣川ホタルの夕べ (環境学習会 ) 36

6 ホタル生息調査、保護打合せ 12

8 カワゲラウォッチング(環境学習会) 53

これからの農業考え隊
( 環境にやさしい農法
活用プロジェクト )

7
明智用水路の水質調査、植物・水生
生物調査

61

7
津橋川支流の水質調査、水生生物調
査

25

8 農地周辺の外来植物調査 (美佐野 ) 26
（全体） 11 環境フェア 2007 Ⅱ 1,200

平成 19 年度重点エコプロジェクト活動実績
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■ 

問
い
合
わ
せ
：
環
境
保
全
課
環
境
整
備

係　

担
当
：
和
田
（
内
線�

２
１
２
５
）

支
援
体
制
を
整
備
す
る
必
要
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
。

★�
環
境
ま
ち
づ
く
り
の
課
題
に
向
か
っ
て
、

町
民（
事
業
者
）と
行
政
が
環
境
に
関
し
、

合
意
形
成
を
は
か
り
な
が
ら
活
動
に
努

め
、
よ
り
多
く
の
町
民
参
加
を
通
し
て
、

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
関
係
の
成
果
を
あ

げ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

今
後
も
よ
り
多
く
の
人
に
参
加
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
、
魅
力
あ
る
「
重
点
エ
コ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
活
動
を
実
施
し
て
い
き

ま
す
。

■ 

問
い
合
わ
せ
：
環
境
保
全
課
環
境
政
策

係　

担
当
：
若
尾
（
内
線�

２
１
２
4
）

環境保全課環境政策係（内線 2124)

や
っ
て
み
ま
し
ょ
う
エ
コ
生
活

★ 

週
2
日
、
往
復
8
㎞
の

　
　
　
　
　

車
の
運
転
を
や
め
る

　

↓  

年
間
約
１
８
４
㎏
の
二
酸

化
炭
素
の
削
減
、
９
、２
０
０

円
の
節
約
に
な
り
ま
す
。

　

通
勤
や
買
い
物
の
際
、
バ
ス
や
鉄

道
、
自
転
車
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

歩
い
た
り
、
自
転

車
を
使
う
ほ
う
が

健
康
に
も
い
い
で

す
よ
。

「ミタケ ・ エコ ・ フォトコンテスト」 作品募集！
　町では、平成21年 2月 22日（日）に中公民館
で、「環境フェア2008」を開催します。そのなかで、
「ミタケ・エコ・フォトコンテスト」をおこないます。
そこで、写真1枚から考える「環境問題」
をテーマに写真作品を募集します。

●応募資格：町内在住・在勤・在学の人
● 応募作品：2L サイズ（12.7 ㎝× 17.8 ㎝）にプ
リントしたもの（現像方法は、カメラ店でも家
庭用プリンターでも構いません）

●応募締切：平成 21年 1月 13日（火）
● 応募方法：上記型式の写真（写真裏面に住所・
氏名を記入）と別紙（任意の様式）に次の事項
を記入して、環境保全課窓口へ直接または郵送
でご応募ください。　
　①氏名（フリガナ）②学校名（学年）③勤務先
　④住所⑤電話番号⑥撮影した日時および写真の
　説明⑦撮影時の思い（シャッターを押した際の
　動機など、200文字以内）
※�作品の写真は厚紙にはさむなどして、折れ曲が

らないように注意してください。
※応募作品は未発表のものに限ります。
※�特定の個人や団体、企業などを非難するおそれ
のある写真は、コンテストの対象外になる場合
があります。
※�撮影する際は、個人や団体、企業などを特定す
る表示やマークが入った写真は避けるようにし
てください。
※�被写体に人物を使用する場合は、必ず本人の許
諾を得てください。
※�その他作品の取り扱いにつきましては、応募の
際にお知らせします。

● 審査方法：環境フェア当日、来場者の投票で審
査します。来場者の審査によって選ばれたもっ
とも優秀な作品の撮影者には、記念品を贈呈し
ます。
○詳しくは、環境保全課へお問い合わせください。

■ 応募先および問い合わせ：環境保全課環境政策
係　担当：榊原（内線 2123）

◆ 

生
ご
み
処
理
機
な
ど
の

　

補
助
金
制
度
を
変
更
し
ま
し
た 

◆

　

町
に
は
、
生
ご
み
処
理
機
や
コ
ン
ポ

ス
ト
容
器
な
ど
を
購
入
し
た
人
に
対
し

て
、
そ
の
購
入
金
額
の
一
部
を
補
助
す

る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

補
助
金
を
受
け
た
こ
と
の
あ
る
人
に

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
お
こ
な
っ
た
結
果
、

「
故
障
な
ど
に
よ
り
、
2
台
目
以
降
が
必

要
と
な
っ
た
時
に
も
、
補
助
金
を
受
け

た
い
」
と
の
回
答
を
多
く
い
た
だ
い
た

た
め
、
制
度
の
一
部
を
変
更
し
ま
し
た
。

そ
れ
に
よ
り
、
以
前
に
補
助
金
を
受
け

た
日
か
ら
5
年
を
経
過
し
た
場
合
、
2
台

目
以
降
に
つ
い
て
も
補
助
金
を
申
請
で

き
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
制
度

を
利
用
し
て
、
ご
み
の
減
量
に
ご
協
力

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
お
願
い
し
ま
す
。

施
設
名

補
助
金
額

限
度
額

コ
ン
ポ
ス
ト

　
　
　

容
器
購
入
金
額
の

　

3
分
の
1
1
施
設
に
つ

き
5
千
円

堆
肥
化
容
器
購
入
金
額
の

　

2
分
の
1
1
施
設
に
つ

き
1
千
円

生
ご
み

　
　

処
理
機
購
入
金
額
の

　

2
分
の
1
1
施
設
に
つ

き
2
万
円

枝
葉
粉
砕
機
購
入
金
額
の

　

2
分
の
1
1
施
設
に
つ

き
2
万
円
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10 月の相談日

ご み
収 集

　10 月・11 月の不燃ごみ（金物類・
ガラス類）、粗大ごみ（可燃・不燃）
の収集日をお知らせします。

　各地区分別収集日
※ 収集時間については朝方の約１時間

程度です。（例：午前７時〜午前８時）。
各自治会・アパートによって収集時間
が違いますので、それぞれの役員また
は分別指導員にお尋ねください。

収集地区  不燃ごみ・ 粗大ごみ
収 集 日

上之郷 10 月 9 日（木）
11 月 13 日（木）

御　嵩 10 月 8 日（水）
11 月 12 日（水）

中 10 月 10 日（金）
11 月 14 日（金）

伏　見 10 月 7 日（火）
11 月 11 日（火）

収集地区 分別収集日

上之郷 10 月 5 日（日）
11 月 2 日（日）

御　嵩 10 月 12 日（日）
11 月 9 日（日）

中 10 月 19 日（日）
11 月 16 日（日）

伏　見 10 月 26 日（日）
11 月 23 日（日）

●行政相談　　　　　　28 日（火）
時間：午前 9時 30分～正午
場所：役場北庁舎 2階第 3研修室

●法律相談　　　　　  17 日（金）

時間：午後 3時～午後 5時
（午後 4 時までに受付をしてください）

　　　�午後 6時～午後 8時
（午後 6 時以降の部は前日までに予約が必要）

場所：役場北庁舎 2階会議室

●くらしの相談　　　 28 日（火）
時間：午前 9時 30分～正午
場所：役場北庁舎 2階第 3研修室

社会福祉協議会（ ☎ 67-6710）

住民協働課（内線 2103）

●精神保健福祉相談（予約制）
　　　　　　　　　 　6 日（月）

※ 11 月の相談日･･･ 10 日（月）
時間：午後1時 30分～午後3時 30分
場所：保健センター
●いきいき健康相談

毎週月曜日（祝日を除く）
時間：午前8時 30分～午前11時 30分
　　　※ 6日・27 日は午後 1時 30 分～
　　　　午後4時 30分
場所：保健センター　　　

保健センター（内線 2193）

オアシス教室（ ☎ 67-7380）

●教育相談（不登校・いじめなど）
毎週月〜金曜日（祝日を除く）

時間：午前 10時～午後 3時
場所：オアシス教室（中公民館内）

●臨床心理士による
カウンセリング（予約制）

毎週水曜日（祝日を除く）
時間：午前 9時～午後 4時
場所：中公民館 2階
申込先：各小中学校・オアシス教室

◇納期限は 10 月 31 日（金）です。

○町県民税　　　　　　　��3 期分
○国民健康保険税　　　　��7 期分
○後期高齢者医療保険料　��4 期分
○介護保険料　　　　　　10月分
○上下水道使用料　　�　　�9 月分
　　　　������（口座振替日　27日）
○保育料　　　　　　　　10月分
○町営住宅家賃　　　　　10月分

納
限
期

納期限、お忘れなく！

●障がい者相談 　 
　　　　10 月の相談日･･･６日（月）
　　　　※ 11月の相談日･･･なし
●障がい者就労相談 　 
　　　　10 月の相談日･･･６日（月）
　　　　※ 11月の相談日･･･なし
時間：午後 1時～午後 4時
（電話相談も可。電話 68-0611）
場所：あゆみ館

●人権相談 　 　　　　17 日（金）

時間：午後 1時～午後 4時
場所： 上之郷公民館

社会福祉課（内線 2114）

　可児地区の 10・11 月の祝日に
診療可能な歯科は次のとおりです。
●  10 月 13 日（月）：やすだ歯科
　可児市土田　電話�28-2151
●  11 月 3 日（月）：小池歯科医院
　可児市広見　電話�63-2651
●  11 月 24 日（月）：佐村歯科
　可児市土田　電話�27-1731
※�必ず電話をしてからお出かけください。

■問い合わせ：保健センター
（内線�2193）

休
科
日

歯
休日歯科診療当番医

　11 月 1 日（土）は、ささゆり
クリーンパーク設備点検のため、
可燃ごみの収集はお休みします。
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 生活学校
リサイクルステーション
10 月の開催日：5 日（日）
11 月の開催日：2 日（日）

時間：午前 9時～午前 11時
場所：役場駐車場

農
祭
業

第 27 回 可児農業祭

● 日時：11 月 15日（土）・16日（日）
午前 9時 30分～午後 4時

● 場所：花フェスタ記念公園
○�入園無料。詳しくは、ほっとみ
たけ 11月号でお知らせします。

■ 問い合わせ：産業振興課農政係
担当：仲田（内線�2232）

防
会
犯

協
可児地区地域安全大会

　防犯協会では、「可児地区地域安
全大会」を開催します。どなたでも
ご来場いただけますので、気軽にお
出かけください。
● 日時：10 月 18日（土）
　午前 10時～
● 場所：広見公民館�ゆとりピア（可
児市広見 7-77　電話�62-2101）

● 内容：表彰式、可児市双龍太鼓
の演奏、全国安全運動ポスター・
幼稚園児のぬり絵の展示　など

■ 問い合わせ：可児地区防犯協会
（可児警察署内）　電話�62-5757

募
金
赤い羽根共同募金

　今年も 10 月 1 日から 12 月 31
日までの 3か月間、赤い羽根共同
募金活動がおこなわれます。みなさ
んの温かいご協力をお願いします。
◎全国統一スローガン
　「地域の福祉、みんなで参加」
■ 問い合わせ：岐阜県共同募金会
御嵩町分会（御嵩町社会福祉協
議会）　電話�67-6710

花フェスタ記念公園　御嵩町　入園割引券
有効期間　2008 年 10 月 4 日（土）〜 26 日（日）
※1枚で 5名様まで使用可　※他の割引券との併用不可
※コピー不可　※当券をチケット窓口でご提示ください

花フェスタ記念公園　御嵩町　入園割引券
有効期間　2008 年 10 月 4 日（土）〜 26 日（日）
※1枚で 5名様まで使用可　※他の割引券との併用不可
※コピー不可　※当券をチケット窓口でご提示ください

　花フェスタ記念公園では、「可茂
広域観光物産展ＩＮ花フェスタ記念
公園」を開催します。上記割引券を
持参して、ぜひご来場ください。
● 日時：10 月 26日（日）
　午前 10時～午後 3時
● 料金：大人 800円→ 400 円
　（県内の高校生以下は無料）
● 内容：特産品が当たる大抽選会、
人気ＤＪのトークショー　など

○ �11 月 24 日（月・祝）まで、秋
のバラまつりが開催されます。

■ 問い合わせ：花フェスタ記念公
園　電話�63-7373

入
引
園

割
花フェスタ入園割引

◆ 高齢者等インフルエンザ予防接種のお知らせ ◆
●対象者：御嵩町に住民票のある 65歳以上の人
　（60歳～ 64歳の身体障害者手帳 1級の人で一部対象になる人あり）
●実施期間：10 月 1日（水）～ 12月 25日（木）
●実施医療機関：御嵩町・可児市の指定医療機関
●自己負担金：1,500 円（ただし、生活保護を受けている人は無料）
■問い合わせ：保健センター　担当：古木（内線�2192）

健康増進・食育推進計画
策定委員募集！

募
集

　町の健康づくりの指針とする「御
嵩町健康増進計画および食育推進
計画」を策定する委員を募集しま
す。町民の代表として、委員会に
参加してみませんか。
●�応募資格：町内在住の 18歳以上
の人
● 募集人員：1 名
●応募期限：10 月 20日（月）
○�詳しくは、保健センターへお問
い合わせください。

■ 応募先および問い合わせ：保健セ
ンター　担当：小栗（内線�2191）

　美濃加茂商工会議所では、「もの
づくり人材養成講座」を開催しま
す。
● 日時：11月 10日（月）～19日
（水）の 8日間（土日は休講）
　午前 10時～午後 4時
● 場所：岐阜県立国際たくみアカ
デミー、美濃加茂商工会議所

● 対象者：製造業への就職を希望
する人（平成 21年 3月卒業予定
者も含む）

●定員：10 名（先着順）
● 内容：御嵩町に勤務地をおく、
ものづくり企業が参加予定。も
のづくりの基礎知識や技能の習
得を目的とした、8日間の短期集
中職業訓練講座です。

●申込期限：10 月 20日（月）
● 申込方法：美濃加茂商工会議所
に連絡の上、専用の申込用紙に
必要事項を記入して提出してく
ださい。

■ 申込先および問い合わせ：美濃
加茂商工会議所　電話 24-0123
または、産業振興課企業立地係
　担当：石原（内線�2229）

ものづくり人材養成講座
参加者募集！

募
集
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グリーンテクノみたけ従業員募集

求
内
人

案

《盟和産業株式会社》
● 採用区分：①正社員（試用期間 6か月間は契約社員扱い）　②契約社員
● 募集人員：合計 5名　
● 職種：製造スタッフ
● 勤務時間：（通常）午前 8時～午後 5時 5分　（2交替）午前 8時～午
後 5時 5 分／午後 8時～午前 5時 5 分　（3交替）午前 8時～午後 4
時 45分／午後 4時～午前 0時 45分／午前 0時～午前 8時 45分

● 申込方法：電話で問い合わせ後、履歴書を持参
■ 問い合わせ：盟和産業㈱岐阜工場　人事担当：倉田
　�〒 505-0116　御嵩町御嵩 2188-66　電話 67-0888

募
集

「窯まつり」
ボランティア募集！

　東濃特別支援学校では、学校祭
「窯まつり」のボランティアを募集
します。
●日時：�11 月 1日（土）
　午前 9時～午後 3時（雨天決行）
● 場所：東濃特別支援学校（土岐
市泉町河合根ノ上 1127-10）

● 内容：食品バザー（販売）のお
手伝い

● 対象：高校生以上
●定員：40 名程度
●申込期限：10 月 17日（金）
● 申込方法：直接電話で申し込み
ください。

■ 申込先および問い合わせ：東濃
特別支援学校高等部　担当：長
谷川　電話�0572-55-4821

健
座
康

講
県健康づくり講座

「真向法」参加者募集！
　㈶県健康長寿財団では、健康づ
くり講座「真

まっこうほう

向法」の参加者を募
集します。3日間コースの真向法体
験。畳 1 枚の広さで 1 日 3 分、4
つの動作でゆがんだ体を整えます。
●日時：�
　① 10月 31日（金）
　　午後 1時 30分～午後 4時
　② 11月 14日（金）
　　午後 1時 30分～午後 3時
　③ 11月 28日（金）
　　午後 1時 30分～午後 3時
※�3日間通しで参加できる人に限ります。
● 場所：美濃加茂市文化会館
● 対象：県内在住の人
●定員：50 名　　●参加費：無料
●申込期限：10月22日（水）必着
● 申込方法：①郵便番号、②住所、
③氏名、④年齢、⑤性別、⑥電
話番号と「岐阜県健康づくり講
座（真向法希望）」と明記の上、
ハガキ・ＦＡＸ・メールのいず
れかの方法で申し込みください。

■ 申込先および問い合わせ：㈶岐
阜県健康長寿財団　健康推進課
〒 500-8384　 岐 阜 市 薮 田 南
5-14-12　岐阜県シンクタンク庁
舎内　電話�058-273-1456　
　ＦＡＸ� 058-268-6015　メール
　アドレス kec@kenkougifu.or.jp

広
紙
報

広報紙に登場しませんか

　“ほっとみたけ”1月号で、「年男・
年女」さんを取り上げるコーナー
を企画しています。2009年は丑

うし

年。
丑年生まれの年男・年女さんの応
募をお待ちしています。
● 応募対象：町内に在住している
丑年生まれの人

● 掲載内容：新年の抱負、熱中し
ていることなど簡単な質問事項
に答えていただき、顔写真とと
もに掲載します。

●申込期限：10 月 31日（金）
● 申込方法：総合政策課へ直接ま
たは電話で申し込みください。

■ 申込先および問い合わせ：総合
政策課秘書広報係　担当：河村
（内線�2231）

年男
　年女

10 月は「労働保険適用促進月間」です
　「労働保険」とは、労災保険と雇用保険の総称で、職場のみなさんが安心して働くための保険制度です。
1人でも労働者を雇用する事業主は、必ず労働保険に加入しなければなりません。
【労災保険】労働者が業務や通勤で、負傷、病気、死亡した場合に労働者や遺族を保護するために給付される。
【雇用保険】労働者が失業したときや教育訓練を受講したときなどに給付される。
■ 問い合わせ：岐阜労働局労働保険徴収室　電話�058-245-8115

花フェスタ記念公園　御嵩町　入園割引券
●入園料：大人800円→ 400円（県内の高校生以下は無料）
●開園時間：午前 9時～午後 5時
※ 11月 24日（月・祝）まで、秋のバラまつり開催

花フェスタ記念公園　御嵩町　入園割引券
●入園料：大人800円→ 400円（県内の高校生以下は無料）
●開園時間：午前 9時～午後 5時
※ �11月 24日（月・祝）まで、秋のバラまつり開催

10月 1日（水）～ 31日（金）は、
「全国一斉飲酒運転根絶キャン
ペーン」です。
　「そのお酒　
　飲ませたあなたも　共犯者」
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★★ 10 月の予定★★
中児童館　　67-0400　  伏見児童館　　67-3625

子育て支援センター

中児童館
��2 日（木）ひよこタイム（砂場あそび）午前10時30分
��4 日（土）おもしろ運動会　　　　　　午後 1時 30分
��9 日（木）ひよこタイム（秋みつけ散歩）
　　　　　　　　　　　　　　　　　午前 10時 30分
11日（土）グラウンドゴルフ大会　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　午後 1時 30分
16日（木）ひよこタイム（運動会グッズ作り）
　　　　　　　　　　　　　　　　　午前 10時 30分
18日（土）おやつ作り　　　　　　　　午後１時 30分
23日（木）ひよこタイム（ミニミニ運動会）　�
　　　　　　　　　　　　　　　　　午前 10時 30 分
25日（土）おもちゃ作り　　　　　　�午後 1時 30分
30日（木）ひよこタイム（新聞遊び）��午前 10時 30分

◎ 育児相談　月～金曜日（午前 9時～午後 5時）
　子育てについて不安はありませんか？
　気軽にお出かけください。お電話もお待ちしています。

★★“子育ておしゃべりタイム”へのお誘い ★★
　小さいお子さんをお持ちのお母さん、子育て支援
センターへ来ませんか？一緒におしゃべりしたり、
子どもと遊びながらストレスを発散しましょう。 
◆時間：毎週月曜日　午前 10時～午前 11時 30分

★“おはなしの広場”に来てね ★
　紙芝居や絵本に親しみ、情緒豊かに育てましょう。
貸し出しもおこなっています。
� ◆日程：10月 15日（水）・11月 12日（水）
� ◆時間：午前 10時 30分～午前 11時 30分

10 月の予定
◎  6 日： 散歩
◎ 20 日：保健師の話
　　　　　身体測定
◎ 27 日：運動会
※要申込（70組まで）

11 月の予定
◎ 10 日：栄養士の話
　　　　　身体測定
◎ 17 日：救急法を学ぶ

申

参

申

参･･･要申込 ･･･要参加費

申

参

申

参

★ 親子教室のご案内（会員制）★
　申し込んだコースに参加してください（今
年度の受付は終了しました）。
◆コース：
　○さくらんぼコース（0、1歳児）
　　10月 28 日（火）、31日（金）音楽療法　　
　○りんごコース（2歳児）
　　11月 4日（火）、7日（金）英語であそぼう

ぽっぽかん
67-5221

伏見児童館
4 日（土）おもちゃ作り　　　　　　　午後 1時 30分
8日（水）ひよこタイム（運動会ごっこ）　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　�午前 10時 30分
11日（土）みんなであそぼう（スポーツ大会）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　午後 1時 30分
20日（月）ネイチャークラフト作り　　午後 1時 30分
22日（水）ひよこタイム（親子であそぼう）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　�午前 10時 30分
25日（土）簡単おやつ作り（たこ焼き）　　　　　
　　　　　　　　　　午後 1時 30 分、午後 2時 30 分
★閉館日：23 日（木）

申

参

申

参

申

参

申

参
★ 10 月の巡回子育て相談日・園庭開放日 ★

◆時間：午前 10時～午前 10時 30分　
（園庭開放時間：午前 9時 30分～午前 11時 30分）

��2 日（木）　中保育園
��9 日（木）　伏見保育園
23日（木）　上之郷保育園
30日（木）　御嵩保育園

開館時間：午前 10 時〜午後 5 時

開館時間：
午前 9 時〜午後 5 時

※  10 月 16 日（木）午前中、11 月 25 日（火）午前中
は閉館します。

申

参

申

参

申

参

「夏のお楽しみ会」

　民生児童委員さんと
一緒に、しぼり染め体
験や流しそうめんを楽
しみました。夏の思い
出がまたひとつ増えた
ね。　　　（伏見児童館）

申

参

申

参

申

参
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10 月の休館日10 月の休館日
《毎週月曜日　毎月第 3火曜日》

《毎月最終金曜日》

6 日（月）、20 日（月）、21 日（火）、
22 日（水）27 日（月）、31 日（金）

　����婚姻者名　　　���住　　所

　吉田直弘（南山台東）
　豊島由起（本 郷）

　澤　大輔（古 屋 敷）
　松田奈実（古 屋 敷）

　太田　智（愛 宕 町）
　早川千里（可 児 市）

　可児和久（上 町）
　兵頭由香理（可 児 市）

平成 20年 8月分
（受付）敬称略

　25日（土）
　午後 2時～午後 2時 30分
●場所：おはなしのへや

◆ 中山道みたけ館ミニコンサート
　「まゆみん家　癒

いや

しライブ」
　御嵩町を拠点に東濃地区で活動す
る歌手安

あ だ ち

立真
ま ゆ み

弓さんを迎え、歌詞を
日本語に変えたシャンソンナンバー
などをお楽しみいただきます。
●日時：10 月 26日（日）
　午後 2時～午後 3時
●場所：2 階ホール　※入場無料

◆ えほんのひろば
● 日時：10 月 28日（火）
　午前10時30分～午前11時30分
●場所：おはなしのへや

◆ キッズ・シアター（ビデオ上映）
　アニメ「トンデモネズミ大活躍」
●日時：10 月 18日（土）
　午後 2時～午後 3時 10分
●場所：1 階研修室

★ ★　10 月の予定　★ ★

◆ 中山道みたけ館ミニ展示
　「ウォーキングを始めよう」展
　健康的で手軽な有酸素運動・ウォー
キングの効用と正しい方法、町内の
散策スポットなどを紹介します。
●期間：10 月 30日（木）まで
●場所：1 階エントランスホール

◆「みたけフォトサークル作品展」
●期間：10 月 15日（水）まで
●場所：2 階特別展示室

◆ わくわくたいむ（おはなしかい）
●日時：10 月 4日（土）、11日（土）、

開
館
時
間

中 山 道
み た け 館

火〜金：午前 10 時〜午後 6 時

　　　：午前　9 時〜午後 5 時土・日
祝祭日

（図書館・郷土館・竹屋資料館）

◆ホームページアドレス：
http://www.town.mitake.gifu.jp/

TEL　67-7500

������出生児名�����������自治会名���������保護者名

安
あんどう

藤陽
ひゅうが

向（南山台東）

小
こ さ か

坂洋
ようへい

平（大 庭）

北
きたはら

原裕
ひ ろ き

基（稲 荷 台）

松
まつばら

原伶
れ お

旺（西 之 門）

中
なかむら

邑凌
りょうたろう

太朗（新 町）

山
やまぐち

口夏
か ほ

歩（旭 町）

熊
くまざき

崎蝶
あ げ は

花（南山台西）

中
なかがき

垣有
ゆうせい

晴（稲 荷 台）

佐
さ と う

藤�　空
そら

（長 瀬）

林
はやし

� 美
み こ

心（古 屋 敷）

林
はやし

� 寛
か ん た

太（南山台西）

村
む ら せ

瀬朱
す う

胡（愚 渓 町）

友　則
恵里香
　晃　
　忍

弘　和
和嘉子
孝　幸
千絵美
孝　弘
美　紀

政　人
恵　子

　死亡者名���������死亡年齢�������自治会名������������喪主氏名

永瀬みき��91 歳（西 屋 敷）永瀬俊一

南雲六治郎��67 歳（板 良 町）南雲　忠

纐纈敏夫��94 歳（美 佐 野）纐纈英夫

鈴木龍吉��63 歳（木 の 下）鈴木淳一

原田政子��75 歳（若 松 町）原田勝政

亀谷克己��81 歳（長 瀬）亀谷　茂

丹羽京三��87 歳（稲 荷 台）丹羽範郎

伊　倉子��87 歳（ 宿 ）伊藤圭介

田原満喜夫��83 歳（西 之 門）田原満二

木野　實��85 歳（伏 見 台）木野良健

畠山幸子��71 歳（若宮町１）畠山典久

亀谷森男��84 歳（ 洞 ）亀谷充市

升倉　忠��65 歳（ 里 ）升倉美惠子

長谷川軍平��80 歳（十日市場）長谷川哲也

高橋勝人��70 歳（北 切）高橋昭人

坪内千寿江��96 歳（大 庭 台）坪内　登

お悔やみ
　申し上げます

お誕生
　　おめでとう

ご結婚
　　おめでとう

◆ 竹屋資料館
　「みたけ霜月茶会」のお知らせ

● 日時：11 月 3日（月・祝）
　午前 10時～午後 2時
●場所：竹屋資料館
●料金：呈茶券　500円

◆  中山道みたけ館特別展関連講座　
「中山道沿いの町を知ろう！」

〜細久手宿・大湫宿から〜
　お隣のまち瑞浪市にある細久手宿・
大
おおくて

湫宿について学んでみませんか？
●日時：11 月 9日（日）
　午後 1時 30分～午後 3時
●場所：1 階研修室
●定員：40 名
● 申込期間：10 月 11日（土）～
　（定員になり次第締切）

良　太
　愛
好　博
美　香

和　彦
智保子
昌　寛
　薫
真　都
美　歩

栄　輔
あゆみ

（
（
（
（
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町 長 月 記 ①

　御嵩町工業振興会（丹
に わ

羽昇
のぼる

会長）が、
町内の 4つの小中学校で、金属製器具
の修繕をおこないました。この会は、
鉄工や溶接、板金などの事業所が会員

で、それぞれの技術を生かした奉仕作業が、毎年おこなわれて
います。当日は雨のなか、運動場周辺のフェンスの張替え、車
椅子の利用などに配慮した金属性スロープの製作、配電盤扉の
溶接などをしていただきました。御嵩町工業振興会のみなさん、
ありがとうございました。（8月 23日）

い
で
す
。

　

署
名
運
動
に
「
責
任
」
問
題
で
ブ

レ
ー
キ
を
か
け
る
勢
力
が
あ
る
よ
う
で

す
が
、
署
名
に
何
の
責
任
が
生
じ
る
の

で
し
ょ
う
。
産
廃
問
題
の
際
、
誰
が
責

任
問
題
で
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
た
の
で

し
ょ
う
。
あ
の
時
の
ほ
う
が
、
余よ

ほ
ど程

大

き
な
責
任
問
題
に
発
展
し
か
ね
な
い
状

況
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
名
鉄
問
題
を

政
争
の
具
に
す
る
こ
と
は
許
さ
な
い
こ

と
を
明
言
し
て
お
き
ま
す
。

　

ス
パ
ー
御
嵩
店
に
つ
い
て

　　

残
念
な
結
果
に
至
っ
た
ス
パ
ー
御
嵩

店
に
心
を
痛
め
て
お
り
ま
し
た
が
、
事

後
処
理
と
し
て
、
競
売
の
報
が
入
り

ま
し
た
。
3
千
万
円
以
下
で
の
購
入
が

可
能
で
、
利
用
は
、
地
産
地
消
の
農
産

物
販
売
、
高
齢
者
や
散
歩
途
中
に
利
用

し
て
い
た
だ
く
筋
ト
レ
マ
シ
ー
ン
の
設

置
、
小
規
模
の
講
習
・
集
会
の
場
、
御

嵩
産
物
品
販
売
、
華
ず
し
な
ど
利
用
の

厨ち
ゅ
う
ぼ
う

房
、
2
階
は
オ
ア
シ
ス
教
室
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
専
用
事
務

所
な
ど
、
町
活
性
化
の
基
地
に
し
た
い

と
考
え
ま
し
た
が
、
5
対
7
で
議
会
の

理
解
が
得
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。も
し
、

競
売
が
不
成
立
な
ら
ば
、
今
後
も
取
得

に
向
け
、
努
力
す
る
所
存
で
す
。

　
　
　
　
　
（
御
嵩
町
長　

渡
辺
公
夫
）

9
月
16
日
執
筆

名
鉄
へ
の
お
願
い
の
際
の
行
程
を
説
明

し
て
お
き
ま
す
。
役
場
か
ら
徒
歩
で
御

嵩
駅
、
当
然
電
車
で
新
可
児
駅
へ
、
こ

こ
で
可
児
市
長
と
合
流
し
犬
山
、
犬
山

か
ら
上
飯
田
線
、
地
下
鉄
名
城
線
を
利

用
し
、
国
交
省
中
部
運
輸
局
へ
、
陳
情

の
後
、
地
下
鉄
で
名
鉄
本
社
へ
、
終
了

後
、
名
鉄
で
帰
町
い
た
し
ま
し
た
。
あ

ま
り
に
も
当
た
り
前
の
こ
と
を
聞
か
れ

る
と
、
人
間
は
戸
惑
う
こ
と
を
久
々
に

経
験
し
た
次
第
で
す
。「
町
長
の
熱
意

が
感
じ
ら
れ
な
い
」
と
の
声
も
あ
る
よ

う
で
す
の
で
、
私
た
ち
は
何
を
成
す
べ

き
か
を
整
理
し
て
お
き
ま
す
。
名
鉄
側

の
問
い
か
け
は
、「
赤
字
が
出
る
ほ
ど

利
用
の
少
な
い
路
線
は
、
大
量
輸
送
の

目
的
を
果
た
し
て
い
な
い
。
こ
れ
を
両

市
町
は
ど
う
考
え
る
か
」
と
い
う
も
の

で
す
。
今
、
最
重
要
視
す
べ
き
は
有
効

な
利
用
促
進
策
で
、
金
銭
的
問
題
は
そ

の
次
の
テ
ー
マ
と
考
え
る
べ
き
で
す
。

金
銭
的
解
決
で
は
、
一
時
期
は
凌し

の

げ
て

も
息
切
れ
す
る
の
は
明
白
で
す
。
利
用

促
進
を
テ
ー
マ
に
考
え
る
こ
と
こ
そ
が

今
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。
町
民
の

な
か
に
署
名
運
動
が
始
ま
っ
て
い
る
と

お
聞
き
し
て
、
大
変
心
強
く
思
っ
て
お

り
ま
す
。
こ
の
署
名
こ
そ
が
、
御
嵩
町

民
が
そ
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
考
え
な

お
し
、
燃
料
費
高こ

う
と
う騰
、
Ｃ
Ｏ
2
対
策
に

公
共
交
通
機
関
利
用
へ
視
点
が
向
く

き
っ
か
け
と
な
れ
ば
と
祈
る
よ
う
な
思

　

か
た
り
か
け

　

柳
川
前
町
長
の
時
代
「
町
長
室
の
机

か
ら
」
の
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て
お
ら
れ

ま
し
た
。
内
容
は
随
筆
の
よ
う
な
も
の

で
し
た
が
、
私
は
町
民
の
疑
問
に
答
え

て
い
く
も
の
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
毎
月
と
は
い
か
な
い
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
事
実
を
わ
か
り
や
す
く
、「
か

た
り
か
け
」て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

名
鉄
広
見
線

　

名
鉄
は
一
度
も
廃
線
と
い
う
言
葉
は

使
っ
て
お
ら
れ
ま
せ
ん
が
、
私
は
昨
年

12
月
議
会
で
の
一
般
質
問
に
「
存
続
あ

り
き
」
と
答
弁
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
以

降
、
こ
の
公
式
発
言
は
一
度
も
変
え
る

こ
と
な
く
、“
鉄
路
を
守
る
”
気
持
ち

に
揺
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
。　

　

同
じ
く
昨
年
12
月
議
会
で
設
置
さ
れ

た
、「
名
鉄
路
線
対
策
特
別
委
員
会
」

か
ら
町
長
へ
の
出
席
要
請
は
一
度
も
あ

り
ま
せ
ん
か
ら
、
こ
の
特
別
委
員
会
は

町
長
の
「
存
続
あ
り
き
」
の
公
式
発
言

を
前
提
に
調
査
研
究
が
さ
れ
て
い
る
と

解
釈
し
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
お
り
し
も
、
町
民
か
ら
「
町

長
は
名
鉄
に
お
願
い
に
行
っ
た
際
、
車

で
行
っ
た
と
噂

う
わ
さ

さ
れ
て
い
る
が
本
当

か
」
と
の
質
問
を
受
け
ま
し
た
。
目
が

点
と
は
こ
の
こ
と
で
す
。
5
月
1
日
、



【作り方】
①米を洗い、炊く。
②さんまを 4つに切り、小麦粉をつける。
　Ａを混ぜ合わせておく。
③フライパンに油を熱し、さんまを両面焼く。
④フライパンの余分な油をふき、Ａを回し入れて煮
　からめる。
⑤�器にごはんを盛り、さんまをのせ、残ったたれを
かける。

☆�野菜の煮物やおひたし、すまし汁なども一緒に食
べましょう。

【１人分の栄養価】

★ワンポイントメモ★・いわしは栄養価が高い上にヘルシーな食品なので、もっと食卓に多く登場させたい食品です。コレステロールや中性脂肪を減らす成分が多く含まれています。
・今回は臭みを取るために、にんにくやハーブをまぶしてフライにしました。

 

町の人口と世帯（2008.9.1 現在）

POPULATION　（　）内は前月比

　　 人口　19,688 人（－ 13）

　　　 男　 9,689 人（－ 13）

　　　 女　 9,999 人（±  0）

　　 世帯  6,754 世帯（＋   4)

発行／御嵩町
 編集／総合政策課秘書広報係
〒 505-0192　岐阜県可児郡御嵩町御嵩 1239 番地 1
 　　　　　　TEL（0574）67-2111（代）FAX（0574）67-1999（代）
 ボイスメールサービス　TEL（0574）67-7581
 ホームページアドレス　http://www.town.mitake.gifu.jp/
 携帯版ホームページ　　http://www.town.mitake.gifu.jp/mobile/
 電子メールアドレス　　mitake ＠ town.mitake.lg.jp

広報紙“ほっとみたけ”は再生紙を使用し、地球に優しい大豆油を使用したインキで印刷されています。

携帯版ホームページ
はこのQRコードで
ご覧になれます。

表　

紙　

か　

ら

　

8
月
か
ら
9
月
に
か
け
て
、

18
の
自
治
会
や
自
主
防
災
会
で

防
災
訓
練
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し

た
。
役
場
で
も
、9
月
7
日
（
日
）

に
実
施
し
ま
し
た
。

　

自
治
会
や
自
主
防
災
会
で
は
、

消
火
器
や
消
火
栓
の
使
い
方
、

心
肺
蘇
生
や
止
血
の
仕
方
、
Ａ

Ｅ
Ｄ
の
使
い
方
な
ど
を
消
防
署

や
消
防
団
か
ら
説
明
を
受
け
、

実
際
に
お
こ
な
う
訓
練
を
し
ま

し
た
。
役
場
で
は
、
有
事
の
際
、

「
ど
う
す
る
の
？
」
と
戸
惑
わ
な

い
よ
う
に
、
分
担
任
務
を
具
体

的
に
検
討
し
ま
し
た
。　

　

み
な
さ
ん
も
災
害
に
備
え
て
、

い
ろ
い
ろ
な
「
備
え
」
を
準
備

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
（
ほ
っ
と

み
た
け
9
月
号
を
参
考
に
し
て

く
だ
さ
い
）。

【材料】（4人分）
米 2合
生さんま 2尾
　�（開き）
小麦粉 適宜
サラダ油 小さじ 2
Ａ　酒 大さじ 3/4
　　みりん 大さじ 3/4
　　しょうゆ 大さじ 2
　　砂糖 大さじ 1

今月の健康料理 「さんまのかば焼き丼」

★ワンポイントメモ★　さんまは、貧血に効果のあるビタミンＢ 12を含んでいます。また、血液中のコレステロールを下げる働きがあり、血
けっせん

栓をできにくくし、動
どうみゃくこうか脈硬化・心

しんきんこうそく筋梗塞・脳
のうそっちゅう
卒中などを防ぐ効果があるといわれています。脂

あぶら

ののったこの旬
しゅん

の時期においしく食べましょう！

■レシピ提供：保健センター　担当：桑下（管理栄養士）（内線 2194）　

エネルギー たんぱく質 カルシウム 塩分 鉄分
446kcal 13.1g 22mg 1.4g 1.4g

【自治会や自主防災会、
　　　　　　役場での防災訓練の様子】

▲��中本町自治会（心肺蘇生法・止血方
法訓練） ◀�大庭自主防災会（AED使用訓練）

▼�役場（災害対応訓練）

28


